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大村市税条例の改正概要（第３２号議案関係）

１ 森林環境税の導入に関する改正

（第２６条の８、第２９条の２、第３２条の２及び第３２条の５の２関係）（施行期

日：令和６年１月１日）

令和６年度から、森林環境税が導入されることに伴い、個人市民税の均等割と併

せて賦課・徴収をする旨を規定するとともに、所要の条文整理を行う。

＜森林環境税の徴収と配分のイメージ＞

市町村の支援

※令和５年度をもって個人の県民税及び市民税の均等割に係る復興特別税（年額１，

０００円）が終了し、令和６年度から国税として新たに森林環境税（年額１，０

００円）が課税される。

２ 特定小型原動機付自転車に係る軽自動車税（種別割）に関する改正

（第６５条関係）（施行期日：公布の日）

道路交通法の改正に伴う道路運送車両の保安基準の改正により、原動機付自転車

のうち、車体の大きさ及び構造が一定以下のものは特定小型原動機付自転車と、そ

れ以外の原動機付自転車は一般原動機付自転車と定義されたことから、所要の条文

整理を行う。

＜原動機付自転車の区分＞

３ その他の改正

所要の条文整理を行う。

国（特別会計）

市町村 都道府県

個人市民税の納税者

市町村

・間伐等の森林整備の実施

・木材の利用促進や普及啓発の実施

原動機付自転車

特定小型原動機付自転車

（主に電動キックボード）
一般原動機付自転車

要件

最高速度２０ｋｍ/ｈ以下

定格出力０．６ｋｗ以下

長さ１．９ｍ以下

幅０．６ｍ以下

特定小型原動機機付自転車以外の

もの

税額

（年額）
２，０００円

２，０００円、２，４００円又は

３，７００円
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大
村
市
税
条
例
（
新
旧
対
照
表
）

改
正
後

改
正
前

（
配
当
割
額
又
は
株
式
等
譲
渡
所
得
割
額
の
控
除
）

第
２
６
条
の
８
略

２
前
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
さ
れ
る
べ
き
額
で
同
項
の
所
得
割
の
額
か
ら
控

除
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
控
除
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
金
額
は
、
令
第
４
８
条
の
９
の
３
か
ら
第
４
８
条
の
９
の

６
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
納
税
義
務
者
に
対
し
そ
の
控
除

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
金
額
を
還
付
し
、
又
は
当
該
控
除
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
金
額
の
う
ち
法
第
３
１
４
条
の
９
第
２
項
後
段
に
規
定
す
る

還
付
を
す
べ
き
金
額
に
よ
り
当
該
納
税
義
務
者
の
前
項
の
確
定
申
告
書
に
係

る
年
の
末
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
分
の
個
人
の
県
民
税
、
個
人
の
市
民

税
若
し
く
は
森
林
環
境
税
を
納
付
し
、
若
し
く
は
納
入
し
、
若
し
く
は
当
該

納
税
義
務
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
を
納
付
し
、
若
し
く
は
納
入
す
る
。

３
略

（
個
人
の
市
民
税
に
係
る
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
）

第
２
８
条
の
３
の
２
略

２
前
項
又
は
法
第
３
１
７
条
の
３
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
給

与
支
払
者
を
経
由
し
て
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
告
書
に
記
載
す

べ
き
事
項
が
そ
の
年
の
前
年
に
お
い
て
当
該
給
与
支
払
者
を
経
由
し
て
提
出

し
た
前
項
又
は
法
第
３
１
７
条
の
３
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書

（
そ
の
者
が
当
該
前
年
の
中
途
に
お
い
て
次
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
当

該
給
与
支
払
者
を
経
由
し
て
提
出
し
た
場
合
に
は
、
当
該
前
年
の
最
後
に
提

出
し
た
同
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
）
に
記
載
し
た
事
項
と
異
動
が
な
い
と

き
は
、
給
与
所
得
者
は
、
施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
又
は

法
第
３
１
７
条
の
３
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
記
載
す
べ
き
事
項
に
代
え

て
当
該
異
動
が
な
い
旨
を
記
載
し
た
前
項
又
は
法
第
３
１
７
条
の
３
の
２
第

１
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
配
当
割
額
又
は
株
式
等
譲
渡
所
得
割
額
の
控
除
）

第
２
６
条
の
８
略

２
前
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
さ
れ
る
べ
き
額
で
同
項
の
所
得
割
の
額
か
ら
控

除
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
控
除
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
金
額
は
、
令
第
４
８
条
の
９
の
３
か
ら
第
４
８
条
の
９
の

６
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
納
税
義
務
者
に
対
し
そ
の
控
除

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
金
額
を
還
付
し
、
又
は
当
該
納
税
義
務
者
の
同

項
の
確
定
申
告
書
に
係
る
年
の
末
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
分
の
個
人
の

県
民
税
若
し
く
は
市
民
税
に
充
当
し
、
若
し
く
は
当
該
納
税
義
務
者
の
未
納

に
係
る
徴
収
金
に
充
当
す
る
。

３
略

（
個
人
の
市
民
税
に
係
る
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
）

第
２
８
条
の
３
の
２
略
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改
正
後

改
正
前

３
第
１
項
又
は
法
第
３
１
７
条
の
３
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を

提
出
し
た
給
与
所
得
者
で
市
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
は
、
そ
の
年
の
中
途

に
お
い
て
当
該
申
告
書
に
記
載
し
た
事
項
に
つ
い
て
異
動
を
生
じ
た
場
合
に

は
、
第
１
項
又
は
法
第
３
１
７
条
の
３
の
２
第
１
項
の
給
与
支
払
者
か
ら
そ

の
異
動
を
生
じ
た
日
後
最
初
に
給
与
の
支
払
を
受
け
る
日
の
前
日
ま
で
に
、

施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
異
動
の
内
容
そ
の
他
施
行
規
則

で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
を
、
当
該
給
与
支
払
者
を
経
由
し
て
、

市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
第
１
項
及
び
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
が

そ
の
提
出
の
際
に
経
由
す
べ
き
給
与
支
払
者
に
受
理
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の

申
告
書
は
、
そ
の
受
理
さ
れ
た
日
に
市
長
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

５
給
与
所
得
者
は
、
第
１
項
及
び
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
の
提
出
の

際
に
経
由
す
べ
き
給
与
支
払
者
が
令
第
４
８
条
の
９
の
７
の
２
に
お
い
て
準

用
す
る
令
第
８
条
の
２
の
２
に
規
定
す
る
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
施
行

規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
申
告
書
の
提
出
に
代
え
て
、
当
該
給

与
支
払
者
に
対
し
、
当
該
申
告
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
磁
的
方
法
（
電

子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す

る
方
法
で
あ
っ
て
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
次
条
第
４
項
及
び
第

３
５
条
の
８
第
３
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

６
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
４
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
項
中
「
申
告
書
が
」
と
あ
る
の
は
「
申
告
書
に
記
載
す
べ
き
事

項
を
」
と
、
「
給
与
支
払
者
に
受
理
さ
れ
た
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
給
与
支

払
者
が
提
供
を
受
け
た
と
き
」
と
、
「
受
理
さ
れ
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
提

供
を
受
け
た
日
」
と
す
る
。

（
個
人
の
市
民
税
の
徴
収
の
方
法
等
）

第
２
９
条
の
２

個
人
の
市
民
税
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
第
３
２
条
の
２
、
第

３
２
条
の
５
の
２
第
１
項
、
第
３
２
条
の
５
の
５
又
は
第
３
５
条
の
４
の
規

２
前
項
又
は
法
第
３
１
７
条
の
３
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
提

出
し
た
給
与
所
得
者
で
市
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
は
、
そ
の
年
の
中
途
に

お
い
て
当
該
申
告
書
に
記
載
し
た
事
項
に
つ
い
て
異
動
を
生
じ
た
場
合
に

は
、
前
項
又
は
法
第
３
１
７
条
の
３
の
２
第
１
項
の
給
与
支
払
者
か
ら
そ
の

異
動
を
生
じ
た
日
後
最
初
に
給
与
の
支
払
を
受
け
る
日
の
前
日
ま
で
に
、
施

行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
異
動
の
内
容
そ
の
他
施
行
規
則
で

定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
を
、
当
該
給
与
支
払
者
を
経
由
し
て
、
市

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
前
２
項
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
が
そ
の
提
出

の
際
に
経
由
す
べ
き
給
与
支
払
者
に
受
理
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
申
告
書

は
、
そ
の
受
理
さ
れ
た
日
に
市
長
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

４
給
与
所
得
者
は
、
第
１
項
及
び
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
の
提
出
の

際
に
経
由
す
べ
き
給
与
支
払
者
が
令
第
４
８
条
の
９
の
７
の
２
に
お
い
て
準

用
す
る
令
第
８
条
の
２
の
２
に
規
定
す
る
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
施
行

規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
申
告
書
の
提
出
に
代
え
て
、
当
該
給

与
支
払
者
に
対
し
、
当
該
申
告
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
電
磁
的
方
法
（
電

子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す

る
方
法
で
あ
っ
て
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
次
条
第
４
項
及
び
第

３
５
条
の
８
第
３
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

５
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
３
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
項
中
「
申
告
書
が
」
と
あ
る
の
は
「
申
告
書
に
記
載
す
べ
き
事

項
を
」
と
、
「
給
与
支
払
者
に
受
理
さ
れ
た
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
給
与
支

払
者
が
提
供
を
受
け
た
と
き
」
と
、
「
受
理
さ
れ
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
提

供
を
受
け
た
日
」
と
す
る
。

（
個
人
の
市
民
税
の
徴
収
の
方
法
等
）

第
２
９
条
の
２

個
人
の
市
民
税
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
第
３
２
条
の
２
、
第

３
２
条
の
５
の
２
第
１
項
、
第
３
２
条
の
５
の
５
又
は
第
３
５
条
の
４
の
規

（ 3 ）



改
正
後

改
正
前

定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
普
通
徴
収
の
方
法

に
よ
る
。

２
略

３
森
林
環
境
税
は
、
当
該
個
人
の
市
民
税
の
均
等
割
を
賦
課
し
、
及
び
徴
収

す
る
場
合
に
併
せ
て
賦
課
し
、
及
び
徴
収
す
る
。

（
給
与
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
特
別
徴
収
）

第
３
２
条
の
２

個
人
の
市
民
税
の
納
税
義
務
者
が
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す

る
年
の
前
年
中
に
お
い
て
給
与
の
支
払
を
受
け
た
者
で
あ
り
、
か
つ
、
同
日

に
お
い
て
給
与
の
支
払
を
受
け
て
い
る
者
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち

特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
給
与
所
得
者
」
と
い
う
。
）
で

あ
る
場
合
に
は
、
当
該
納
税
義
務
者
の
前
年
中
の
給
与
所
得
に
係
る
所
得
割

額
及
び
均
等
割
額
（
こ
れ
と
併
せ
て
賦
課
徴
収
を
行
う
森
林
環
境
税
額
を
含

む
。
次
項
及
び
第
５
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
合
算
額
を
特
別
徴
収
の
方
法

に
よ
り
徴
収
す
る
。

(1
)・
(
2)
略

２
前
項
の
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
、
当
該
納
税
義
務
者
の
前
年
中
の
所
得
に

給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
給
与
所
得
以
外
の
所
得
に

係
る
所
得
割
額
を
同
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
べ

き
給
与
所
得
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
の
合
算
額
に
加
算
し
て
特
別

徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
。
た
だ
し
、
第
２
８
条
の
２
第
１
項
の
申
告

書
に
給
与
所
得
以
外
の
所
得
に
係
る
所
得
割
額
を
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
り

徴
収
さ
れ
た
い
旨
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
前
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
給
与
所
得
者
の
給
与
所
得
以
外
の
所
得
に
係
る

所
得
割
額
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
と
な
っ
た
後
に
お
い

て
、
当
該
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
給
与
所
得
以
外
の
所
得
に
係
る
所
得
割
額

の
全
部
又
は
一
部
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
が
適
当
で
な

定
に
よ
っ
て
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
普
通
徴
収
の
方

法
に
よ
る
。

２
略

（
給
与
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
特
別
徴
収
）

第
３
２
条
の
２

個
人
の
市
民
税
の
納
税
義
務
者
が
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す

る
年
の
前
年
中
に
お
い
て
給
与
の
支
払
を
受
け
た
者
で
あ
り
、
か
つ
、
同
日

に
お
い
て
給
与
の
支
払
を
受
け
て
い
る
者
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
う
ち

特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
給
与
所
得
者
」
と
い
う
。
）

で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
納
税
義
務
者
の
前
年
中
の
給
与
所
得
に
係

る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
の
合
算
額
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収

す
る
。

(
1)
・
(2
)
略

２
前
項
の
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
、
当
該
納
税
義
務
者
の
前
年
中
の
所
得
に

給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
給
与
所
得
以
外
の

所
得
に
係
る
所
得
割
額
を
同
項
の
規
定
に
よ
っ
て
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ

て
徴
収
す
べ
き
給
与
所
得
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
の
合
算
額
に
加

算
し
て
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
。
た
だ
し
、
第
２
８
条
の
２

第
１
項
の
申
告
書
に
給
与
所
得
以
外
の
所
得
に
係
る
所
得
割
額
を
普
通
徴
収

の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
た
い
旨
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

３
前
項
本
文
の
規
定
に
よ
っ
て
給
与
所
得
者
の
給
与
所
得
以
外
の
所
得
に
係

る
所
得
割
額
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
こ
と
と
な
っ
た
後
に

お
い
て
、
当
該
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
給
与
所
得
以
外
の
所
得
に
係
る
所
得

割
額
の
全
部
又
は
一
部
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
こ
と
が
適

（ 4 ）



改
正
後

改
正
前

い
と
認
め
ら
れ
る
特
別
の
事
情
が
生
じ
た
た
め
、
当
該
給
与
所
得
者
か
ら
給

与
所
得
以
外
の
所
得
に
係
る
所
得
割
額
の
全
部
又
は
一
部
を
普
通
徴
収
の
方

法
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
い
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
で
、
そ
の

事
情
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
市
長
は
、
当
該
特
別
徴
収

の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
べ
き
給
与
所
得
以
外
の
所
得
に
係
る
所
得
割
で
ま
だ

特
別
徴
収
に
よ
り
徴
収
し
て
い
な
い
額
の
全
部
又
は
一
部
を
普
通
徴
収
の
方

法
に
よ
り
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

４
略

５
納
税
義
務
者
で
あ
る
給
与
所
得
者
に
対
し
給
与
の
支
払
を
す
る
者
に
、
当

該
年
度
の
初
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
の
４
月
３
０
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
異
動

を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
給
与
所
得
者
が
当
該
給
与
所
得
者
に
対
し

て
新
た
に
給
与
の
支
払
を
す
る
も
の
と
な
っ
た
者
（
所
得
税
法
第
１
８
３
条

の
規
定
に
よ
り
給
与
の
支
払
を
す
る
際
所
得
税
を
徴
収
し
て
納
付
す
る
義
務

が
あ
る
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
通
じ
て
当
該
異
動

に
よ
り
従
前
の
給
与
の
支
払
を
す
る
者
か
ら
給
与
の
支
払
を
受
け
な
く
な
っ

た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
１
０
日
（
そ
の
支
払
を
受
け
な
く
な
っ
た
日
が

翌
年
の
４
月
中
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
月
３
０
日
）
ま
で
に
、
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
さ
れ
る
べ
き
前
年
中
の
給
与
所
得

に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
の
合
算
額
（
既
に
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ

り
徴
収
さ
れ
た
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
金
額
を
控
除
し
た
金
額
）
を
特

別
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
さ
れ
た
い
旨
の
申
出
を
し
た
と
き
は
、
当
該
合

算
額
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該

申
出
が
翌
年
の
４
月
中
に
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ

り
徴
収
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
市
長
が
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

６
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り
個
人
の
市
民
税
を
徴
収
さ
れ
る
納
税
義
務
者

が
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
６
月
１
日
か
ら
１
２
月
３
１
日
ま
で

の
間
に
お
い
て
給
与
の
支
払
を
受
け
な
い
こ
と
と
な
り
、
か
つ
、
そ
の
事
由

が
発
生
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
降
の
月
割
額
を
特
別
徴
収
の
方
法
に

当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特
別
の
事
情
が
生
じ
た
た
め
、
当
該
給
与
所
得
者

か
ら
給
与
所
得
以
外
の
所
得
に
係
る
所
得
割
額
の
全
部
又
は
一
部
を
普
通
徴

収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
い
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合

で
、
そ
の
事
情
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
市
長
は
、
当
該

特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
べ
き
給
与
所
得
以
外
の
所
得
に
係
る
所

得
割
で
ま
だ
特
別
徴
収
に
よ
り
徴
収
し
て
い
な
い
額
の
全
部
又
は
一
部
を
普

通
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

４
略

５
納
税
義
務
者
で
あ
る
給
与
所
得
者
に
対
し
給
与
の
支
払
を
す
る
者
に
、
当

該
年
度
の
初
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
の
４
月
３
０
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
異
動

を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
給
与
所
得
者
が
当
該
給
与
所
得
者
に
対
し

て
新
た
に
給
与
の
支
払
を
す
る
も
の
と
な
っ
た
者
（
所
得
税
法
第
１
８
３
条

の
規
定
に
よ
っ
て
給
与
の
支
払
を
す
る
際
所
得
税
を
徴
収
し
て
納
付
す
る
義

務
が
あ
る
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
通
じ
て
当
該
異

動
に
よ
っ
て
従
前
の
給
与
の
支
払
を
す
る
者
か
ら
給
与
の
支
払
を
受
け
な
く

な
っ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
１
０
日
（
そ
の
支
払
を
受
け
な
く
な
っ
た

日
が
翌
年
の
４
月
中
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
月
３
０
日
）
ま
で
に
、
第
１
項

の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
る
べ
き
前
年
中
の
給

与
所
得
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
の
合
算
額
（
既
に
特
別
徴
収
の
方

法
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
た
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
金
額
を
控
除
し
た
金

額
）
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
た
い
旨
の
申
出
を
し
た
と
き

は
、
当
該
合
算
額
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
申
出
が
翌
年
の
４
月
中
に
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
特
別
徴

収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
市
長
が
認
め
る
と
き

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

６
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
個
人
の
市
民
税
を
徴
収
さ
れ
る
納
税
義
務
者

が
、
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
６
月
１
日
か
ら
１
２
月
３
１
日
ま
で

の
間
に
お
い
て
給
与
の
支
払
を
受
け
な
い
こ
と
と
な
り
、
か
つ
、
そ
の
事
由

が
発
生
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
降
の
月
割
額
を
特
別
徴
収
の
方
法
に

（ 5 ）



改
正
後

改
正
前

よ
り
徴
収
さ
れ
た
い
旨
の
納
税
義
務
者
か
ら
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
及
び
そ

の
事
由
が
そ
の
年
の
翌
年
の
１
月
１
日
か
ら
４
月
３
０
日
ま
で
の
間
に
お
い

て
発
生
し
た
場
合
に
は
、
当
該
納
税
義
務
者
に
対
し
て
そ
の
年
の
５
月
３
１

日
ま
で
の
間
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
給
与
又
は
退
職
手
当
等
で
当
該
月
割
額
の

全
額
に
相
当
す
る
金
額
を
超
え
る
も
の
が
あ
る
と
き
に
限
り
、
当
該
月
割
額

の
全
額
（
同
日
ま
で
に
当
該
給
与
又
は
退
職
手
当
等
の
全
部
又
は
一
部
の
支

払
が
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
に
あ
っ
て
は
、
同
日
ま
で
に
支
払
わ
れ

た
当
該
給
与
又
は
退
職
手
当
等
の
額
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
額
）
を

特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
。

（
給
与
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
の
普
通
徴
収
税
額
へ
の
繰
入
れ
）

第
３
２
条
の
５

個
人
の
市
民
税
の
納
税
者
が
給
与
の
支
払
を
受
け
な
く
な
っ

た
こ
と
等
に
よ
り
給
与
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
を
特
別
徴
収
の
方
法
に

よ
り
徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り

徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
金
額
に
相
当
す
る
税
額
は
、
そ
の
特
別
徴
収

の
方
法
に
よ
り
徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
日
以
後
に
お
い
て
到
来
す
る

第
３
０
条
第
１
項
の
納
期
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
に
お
い
て

そ
の
日
以
後
に
到
来
す
る
同
項
の
納
期
が
な
い
場
合
に
は
、
直
ち
に
普
通
徴

収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

２
法
第
３
２
１
条
の
６
第
１
項
の
通
知
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
給
与
所
得
に
係

る
特
別
徴
収
税
額
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
納
税
者
に
つ
い
て
、
既
に
特
別

徴
収
義
務
者
か
ら
市
に
納
入
さ
れ
た
給
与
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
が
当

該
納
税
者
か
ら
徴
収
す
べ
き
給
与
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
を
超
え
る
場

合
（
徴
収
す
べ
き
給
与
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
が
な
い
場
合
を
含

む
。
）
に
お
い
て
当
該
納
税
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
が
あ
る
と
き
は
、
当

該
過
納
又
は
誤
納
に
係
る
税
額
は
、
法
第
１
７
条
の
２
の
２
第
１
項
第
２
号

に
規
定
す
る
市
町
村
徴
収
金
関
係
過
誤
納
金
と
み
な
し
て
、
同
条
第
３
項
、

第
６
項
及
び
第
７
項
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
当
該

よ
っ
て
徴
収
さ
れ
た
い
旨
の
納
税
義
務
者
か
ら
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
及
び

そ
の
事
由
が
そ
の
年
の
翌
年
の
１
月
１
日
か
ら
４
月
３
０
日
ま
で
の
間
に
お

い
て
発
生
し
た
場
合
に
は
、
当
該
納
税
義
務
者
に
対
し
て
そ
の
年
の
５
月
３

１
日
ま
で
の
間
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
給
与
又
は
退
職
手
当
等
で
当
該
月
割
額

の
全
額
に
相
当
す
る
金
額
を
超
え
る
も
の
が
あ
る
と
き
に
限
り
、
当
該
月
割

額
の
全
額
（
同
日
ま
で
に
当
該
給
与
又
は
退
職
手
当
等
の
全
部
又
は
一
部
の

支
払
が
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
に
あ
っ
て
は
、
同
日
ま
で
に
支
払
わ

れ
た
当
該
給
与
又
は
退
職
手
当
等
の
額
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
額
）

を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
。

（
給
与
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
の
普
通
徴
収
税
額
へ
の
繰
入
れ
）

第
３
２
条
の
５

個
人
の
市
民
税
の
納
税
者
が
給
与
の
支
払
を
受
け
な
く
な
っ

た
こ
と
等
に
よ
り
給
与
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
を
特
別
徴
収
の
方
法
に

よ
っ
て
徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
特
別
徴
収
の
方

法
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
金
額
に
相
当
す
る
税
額
は
、
そ

の
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
日
以
後
に
お

い
て
到
来
す
る
第
３
０
条
第
１
項
の
納
期
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
納
期
に
お
い
て
そ
の
日
以
後
に
到
来
す
る
同
項
の
納
期
が
な
い
場
合

に
お
い
て
は
、
直
ち
に
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
も
の
と
す

る
。

２
法
第
３
２
１
条
の
６
第
１
項
の
通
知
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
た
給
与
所
得
に

係
る
特
別
徴
収
税
額
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
納
税
者
に
つ
い
て
、
既
に
特

別
徴
収
義
務
者
か
ら
市
に
納
入
さ
れ
た
給
与
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
が

当
該
納
税
者
か
ら
徴
収
す
べ
き
給
与
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
を
超
え
る

場
合
（
徴
収
す
べ
き
給
与
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
が
な
い
場
合
を
含

む
。
）
に
お
い
て
当
該
納
税
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
が
あ
る
と
き
は
、
当

該
過
納
又
は
誤
納
に
係
る
税
額
は
、
法
第
１
７
条
の
２
の
規
定
に
よ
っ
て
当

該
納
税
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
に
充
当
す
る
。

（ 6 ）



改
正
後

改
正
前

市
町
村
徴
収
金
関
係
過
誤
納
金
に
よ
り
当
該
納
税
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金

を
納
付
し
、
又
は
納
入
す
る
こ
と
を
委
託
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
特
別
徴
収
）

第
３
２
条
の
５
の
２

個
人
の
市
民
税
の
納
税
義
務
者
が
当
該
年
度
の
初
日
の

属
す
る
年
の
前
年
中
に
お
い
て
公
的
年
金
等
の
支
払
を
受
け
た
者
で
あ
り
、

か
つ
、
同
日
に
お
い
て
老
齢
等
年
金
給
付
（
法
第
３
２
１
条
の
７
の
２
第
１

項
の
老
齢
等
年
金
給
付
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
支
払

を
受
け
て
い
る
年
齢
６
５
歳
以
上
の
者
（
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す

る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
次
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
」
と
い

う
。
）
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
納
税
義
務
者
の
前
年
中
の
公
的
年
金
等
に

係
る
所
得
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
（
こ
れ
と
併
せ
て
賦
課
徴
収
を

行
う
森
林
環
境
税
額
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
３
２
条
の
５
の
５
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
合
算
額
（
当
該
納
税
義
務
者
に
係
る
均
等
割
額
を
第
３
２

条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
場
合
に

は
、
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
所
得
割
額
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
３

２
条
の
５
の
５
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
（
以
下
こ

の
節
に
お
い
て
「
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
」
と
い
う
。
）
を
当
該

年
度
の
初
日
の
属
す
る
年
の
１
０
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３
月
３
１
日
ま
で
の

間
に
支
払
わ
れ
る
老
齢
等
年
金
給
付
か
ら
当
該
老
齢
等
年
金
給
付
の
支
払
の

際
に
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
。

(1
)
略

(2
)
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
は
当
該
年
度

に
お
い
て
当
該
老
齢
等
年
金
給
付
の
支
払
を
受
け
な
い
こ
と
と
な
る
と
認

め
ら
れ
る
者

２
前
項
の
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
に
対
し
て
課
す
る
個
人
の
市
民
税
の

う
ち
当
該
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
の
前
年
中
の
公
的
年
金
等
に
係
る
所

得
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
の
合
算
額
か
ら
年
金
所
得
に
係
る
特
別

（
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
個
人
の
市
民
税
の
特
別
徴
収
）

第
３
２
条
の
５
の
２

個
人
の
市
民
税
の
納
税
義
務
者
が
当
該
年
度
の
初
日
の

属
す
る
年
の
前
年
中
に
お
い
て
公
的
年
金
等
の
支
払
を
受
け
た
者
で
あ
り
、

か
つ
、
同
日
に
お
い
て
老
齢
等
年
金
給
付
（
法
第
３
２
１
条
の
７
の
２
第
１

項
の
老
齢
等
年
金
給
付
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
支
払

を
受
け
て
い
る
年
齢
６
５
歳
以
上
の
者
（
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収

す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
次
に
掲
げ
る

も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
」
と

い
う
。
）
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
納
税
義
務
者
の
前
年
中
の
公
的

年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
の
合
算
額
（
当
該
納

税
義
務
者
に
係
る
均
等
割
額
を
第
３
２
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
特
別

徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
公
的
年
金
等
に
係
る

所
得
に
係
る
所
得
割
額
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
３
２
条
の
５
の
５
に
お
い
て

同
じ
。
）
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
年
金
所

得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
」
と
い
う
。
）
を
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年

の
１
０
月
１
日
か
ら
翌
年
の
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
支
払
わ
れ
る
老
齢
等

年
金
給
付
か
ら
当
該
老
齢
等
年
金
給
付
の
支
払
の
際
に
特
別
徴
収
の
方
法
に

よ
っ
て
徴
収
す
る
。

(1
)
略

(2
)
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
は
当
該
年

度
に
お
い
て
当
該
老
齢
等
年
金
給
付
の
支
払
を
受
け
な
い
こ
と
と
な
る
と

認
め
ら
れ
る
者

２
前
項
の
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
に
対
し
て
課
す
る
個
人
の
市
民
税
の

う
ち
当
該
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
の
前
年
中
の
公
的
年
金
等
に
係
る
所

得
に
係
る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
の
合
算
額
か
ら
年
金
所
得
に
係
る
特
別

（ 7 ）



改
正
後

改
正
前

徴
収
税
額
を
控
除
し
た
額
を
第
３
０
条
第
１
項
の
納
期
の
う
ち
当
該
年
度
の

初
日
か
ら
そ
の
日
の
属
す
る
年
の
９
月
３
０
日
ま
で
の
間
に
到
来
す
る
も
の

に
お
い
て
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
。

（
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
等
の
普
通
徴
収
税
額
へ
の
繰
入
れ
）

第
３
２
条
の
５
の
６

法
第
３
２
１
条
の
７
の
７
第
１
項
又
は
第
３
項
（
こ
れ

ら
の
規
定
を
法
第
３
２
１
条
の
７
の
８
第
３
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
さ
れ

な
い
こ
と
と
な
っ
た
金
額
に
相
当
す
る
税
額
は
、
そ
の
特
別
徴
収
の
方
法
に

よ
り
徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
日
以
後
に
お
い
て
到
来
す
る
第
３
０
条

第
１
項
の
納
期
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
に
お
い
て
、
そ
の

日
以
後
に
到
来
す
る
同
項
の
納
期
が
な
い
場
合
に
は
直
ち
に
、
普
通
徴
収
の

方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

２
法
第
３
２
１
条
の
７
の
７
第
３
項
（
法
第
３
２
１
条
の
７
の
８
第
３
項
に

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
年
金
所
得

に
係
る
特
別
徴
収
税
額
又
は
年
金
所
得
に
係
る
仮
特
別
徴
収
税
額
を
特
別
徴

収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得

者
に
つ
い
て
、
既
に
特
別
徴
収
義
務
者
か
ら
市
に
納
入
さ
れ
た
年
金
所
得
に

係
る
特
別
徴
収
税
額
又
は
年
金
所
得
に
係
る
仮
特
別
徴
収
税
額
が
当
該
特
別

徴
収
対
象
年
金
所
得
者
か
ら
徴
収
す
べ
き
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額

又
は
年
金
所
得
に
係
る
仮
特
別
徴
収
税
額
を
超
え
る
場
合
（
徴
収
す
べ
き
年

金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
又
は
年
金
所
得
に
係
る
仮
特
別
徴
収
税
額
が

な
い
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
当
該
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
の
未
納

に
係
る
徴
収
金
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
過
納
又
は
誤
納
に
係
る
税
額
は
、
法

第
１
７
条
の
２
の
２
第
１
項
第
２
号
に
規
定
す
る
市
町
村
徴
収
金
関
係
過
誤

納
金
と
み
な
し
て
、
同
条
第
３
項
、
第
６
項
及
び
第
７
項
の
規
定
を
適
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
当
該
市
町
村
徴
収
金
関
係
過
誤
納
金
に
よ
り

当
該
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
を
納
付
し
、
又
は

納
入
す
る
こ
と
を
委
託
し
た
も
の
と
み
な
す
。

徴
収
税
額
を
控
除
し
た
額
を
第
３
０
条
第
１
項
の
納
期
の
う
ち
当
該
年
度
の

初
日
か
ら
そ
の
日
の
属
す
る
年
の
９
月
３
０
日
ま
で
の
間
に
到
来
す
る
も
の

に
お
い
て
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
。

（
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
等
の
普
通
徴
収
税
額
へ
の
繰
入
れ
）

第
３
２
条
の
５
の
６

法
第
３
２
１
条
の
７
の
７
第
１
項
又
は
第
３
項
（
こ
れ

ら
の
規
定
を
法
第
３
２
１
条
の
７
の
８
第
３
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
さ

れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
金
額
に
相
当
す
る
税
額
は
、
そ
の
特
別
徴
収
の
方
法

に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
日
以
後
に
お
い
て
到
来
す
る
第
３

０
条
第
１
項
の
納
期
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
に
お

い
て
、
そ
の
日
以
後
に
到
来
す
る
同
項
の
納
期
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
直

ち
に
、
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

２
法
第
３
２
１
条
の
７
の
７
第
３
項
（
法
第
３
２
１
条
の
７
の
８
第
３
項
に

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
年
金
所
得

に
係
る
特
別
徴
収
税
額
又
は
年
金
所
得
に
係
る
仮
特
別
徴
収
税
額
を
特
別
徴

収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
特
別
徴
収
対
象
年
金
所

得
者
に
つ
い
て
、
既
に
特
別
徴
収
義
務
者
か
ら
市
に
納
入
さ
れ
た
年
金
所
得

に
係
る
特
別
徴
収
税
額
又
は
年
金
所
得
に
係
る
仮
特
別
徴
収
税
額
が
当
該
特

別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
か
ら
徴
収
す
べ
き
年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税

額
又
は
年
金
所
得
に
係
る
仮
特
別
徴
収
税
額
を
超
え
る
場
合
（
徴
収
す
べ
き

年
金
所
得
に
係
る
特
別
徴
収
税
額
又
は
年
金
所
得
に
係
る
仮
特
別
徴
収
税
額

が
な
い
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
当
該
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
の
未

納
に
係
る
徴
収
金
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
過
納
又
は
誤
納
に
係
る
税
額
は
、

法
第
１
７
条
の
２
の
規
定
に
よ
っ
て
当
該
特
別
徴
収
対
象
年
金
所
得
者
の
未

納
に
係
る
徴
収
金
に
充
当
す
る
。

（ 8 ）



改
正
後

改
正
前

（
種
別
割
の
税
率
）

第
６
５
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
軽
自
動
車
等
に
対
し
て
課
す
る
種
別
割
の
税

率
は
、
１
台
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

(1
)
原
動
機
付
自
転
車

ア
総
排
気
量
が
０
．
０
５
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の
又
は
定
格
出
力
が

０
．
６
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の
（
エ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

年
額
２
，
０
０
０
円

イ
・
ウ
略

エ
３
輪
以
上
の
も
の
（
車
室
を
備
え
ず
、
か
つ
、
輪
距
（
２
以
上
の
輪

距
を
有
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
輪
距
の
う
ち
最
大
の
も
の
)
が

０
．
５
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
も
の
、
側
面
が
構
造
上
開
放
さ
れ
て
い

る
車
室
を
備
え
、
か
つ
、
輪
距
が
０
．
５
メ
ー
ト
ル
以
下
の
３
輪
の
も

の
及
び
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
（
昭
和
２
６
年
運
輸
省
令
第
６
７

号
）
第
１
条
第
１
項
第
１
３
号
の
６
に
規
定
す
る
特
定
小
型
原
動
機
付

自
転
車
を
除
く
。
）
で
、
総
排
気
量
が
０
．
０
２
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
る

も
の
又
は
定
格
出
力
が
０
．
２
５
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の

年
額

３
，
７
０
０
円

(2
)・
(3
)
略

附
則

１
～
１
５
略

（
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
賦
課
徴
収
の
特
例
）

１
５
の
２
～
１
５
の
４
略

１
５
の
５

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
納
付
す
べ
き
軽
自
動

車
税
の
環
境
性
能
割
の
額
は
、
同
項
の
不
足
額
に
、
こ
れ
に
１
０
０
分
の
３

５
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

１
５
の
６
～
１
６
の
４
略

（
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
の
賦
課
徴
収
の
特
例
）

１
６
の
５
・
１
６
の
６
略

（
種
別
割
の
税
率
）

第
６
５
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
軽
自
動
車
等
に
対
し
て
課
す
る
種
別
割
の
税

率
は
、
１
台
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

(1
)
原
動
機
付
自
転
車

ア
総
排
気
量
が
０
．
０
５
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の
又
は
定
格
出
力
が

０
．
６
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の
（
エ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

年
額
２
，
０
０
０
円

イ
・
ウ
略

エ
３
輪
以
上
の
も
の
（
車
室
を
備
え
ず
、
か
つ
、
輪
距
（
２
以
上
の
輪

距
を
有
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
輪
距
の
う
ち
最
大
の
も
の
）
が

０
．
５
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
も
の
及
び
側
面
が
構
造
上
開
放
さ
れ
て

い
る
車
室
を
備
え
、
か
つ
、
輪
距
が
０
．
５
メ
ー
ト
ル
以
下
の
３
輪
の

も
の
を
除
く
。
）
で
、
総
排
気
量
が
０
．
０
２
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
る
も

の
又
は
定
格
出
力
が
０
．
２
５
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
も
の

年
額

３
，
７
０
０
円

(2
)・
(
3
)
略

附
則

１
～
１
５
略

（
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
賦
課
徴
収
の
特
例
）

１
５
の
２
～
１
５
の
４
略

１
５
の
５

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
納
付
す
べ
き
軽
自
動

車
税
の
環
境
性
能
割
の
額
は
、
同
項
の
不
足
額
に
、
こ
れ
に
１
０
０
分
の
１

０
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

１
５
の
６
～
１
６
の
４
略

（
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
の
賦
課
徴
収
の
特
例
）

１
６
の
５
・
１
６
の
６
略

（ 9 ）
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改
正
後

改
正
前

１
６
の
７

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
納
付
す
べ
き
軽
自
動

車
税
の
種
別
割
の
額
は
、
同
項
の
不
足
額
に
、
こ
れ
に
１
０
０
分
の
３
５
の

割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

１
７
～
４
３
略

１
６
の
７

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
納
付
す
べ
き
軽
自
動

車
税
の
種
別
割
の
額
は
、
同
項
の
不
足
額
に
、
こ
れ
に
１
０
０
分
の
１
０
の

割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

１
７
～
４
３
略

（ 10 ）



至長崎空港

森園公園

大村市民プール

長崎県立大村工業
高等学校

大村市環境センター

大村浄水管理センター

大村市松山テニスコート

位置図

第３３号議案関係資料

位置図

大村市アーチェリー場
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大
村
市
体
育
施
設
条
例
（
新
旧
対
照
表
）

改
正
後

改
正
前

（
体
育
施
設
の
管
理
）

第
３
条
体
育
施
設
の
管
理
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
２
２
年
法
律
第
６
７
号
）

第
２
４
４
条
の
２
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
法
人
そ
の
他
の
団
体
で
あ
っ
て

市
長
が
指
定
す
る
も
の
（
以
下
「
指
定
管
理
者
」
と
い
う
。
）
に
行
わ
せ
る
も

の
と
す
る
。

（
利
用
の
許
可
）

第
７
条
体
育
施
設
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
管
理
者

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
大
村
市
古
賀
島
ス
ポ
ー
ツ

広
場
（
別
表
第
２
の
６
に
規
定
す
る
多
目
的
広
場
に
限
る
。
）
を
市
長
が
別
に

定
め
る
条
件
で
利
用
す
る
者
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
略

（
指
定
管
理
者
不
在
の
場
合
に
お
け
る
市
長
に
よ
る
管
理
）

第
１
７
条
の
２
第
３
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
長
は
、
指
定
管
理
者
の

指
定
を
取
り
消
し
た
場
合
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
の
あ
る
場
合
は
、
自

ら
体
育
施
設
の
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
７

条
、
第
８
条
、
第
１
３
条
及
び
第
１
４
条
第
１
項
中
「
指
定
管
理
者
」
と
あ

る
の
は
「
市
長
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
市
及
び
指
定
管
理
者
」
と
あ
る
の

は
「
市
」
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
体
育
施
設
の
管
理
）

第
３
条
体
育
施
設
（
大
村
市
松
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
除
く
。
次
条
か
ら
第
６

条
ま
で
及
び
第
１
７
条
の
２
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
管
理
は
、
地
方
自
治
法

（
昭
和
２
２
年
法
律
第
６
７
号
）
第
２
４
４
条
の
２
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、

法
人
そ
の
他
の
団
体
で
あ
っ
て
市
長
が
指
定
す
る
も
の
（
以
下
「
指
定
管
理

者
」
と
い
う
。
）
に
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

（
利
用
の
許
可
）

第
７
条
体
育
施
設
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
管
理
者

（
大
村
市
松
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
あ
っ
て
は
、
市
長
。
次
項
、
次
条
、
第
１
３

条
及
び
第
１
４
条
第
１
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
大
村
市
古
賀
島
ス
ポ
ー
ツ
広
場
（
別
表
第
２
の
６
に
規
定

す
る
多
目
的
広
場
に
限
る
。
）
を
市
長
が
別
に
定
め
る
条
件
で
利
用
す
る
者

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
略

（
指
定
管
理
者
不
在
の
場
合
に
お
け
る
市
長
に
よ
る
管
理
）

第
１
７
条
の
２
第
３
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
長
は
、
指
定
管
理
者
の

指
定
を
取
り
消
し
た
場
合
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
の
あ
る
場
合
は
、
自

ら
体
育
施
設
の
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
７

条
第
１
項
中
「
指
定
管
理
者
（
大
村
市
松
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
あ
っ
て
は
、

市
長
。
次
項
、
次
条
、
第
１
３
条
及
び
第
１
４
条
第
１
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」

と
あ
る
の
は
「
市
長
」
と
、
第
７
条
第
２
項
、
第
８
条
、
第
１
３
条
及
び
第

１
４
条
第
１
項
中
「
指
定
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
市
長
」
と
、
同
条
第
２

項
中
「
市
及
び
指
定
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
市
」
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
規

定
を
適
用
す
る
。

（ 12 ）



改
正
後

改
正
前

附
則

１
～
５
略

（
大
村
市
総
合
運
動
公
園
の
管
理
の
特
例
）

６
当
分
の
間
、
第
３
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
村
市
総
合
運
動
公
園
の

管
理
は
、
市
長
が
行
う
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
７
条
、
第
８
条
、
第
１
３

条
及
び
第
１
４
条
第
１
項
中
「
指
定
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
市
長
」
と
、
同

条
第
２
項
中
「
市
及
び
指
定
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
市
」
と
し
て
、
こ
れ
ら

の
規
定
を
適
用
す
る
。

別
表
第
１
（
第
２
条
関
係
）

附
則

１
～
５
略

（
大
村
市
総
合
運
動
公
園
の
管
理
の
特
例
）

６
当
分
の
間
、
第
３
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
村
市
総
合
運
動
公
園
の

管
理
は
、
市
長
が
行
う
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
７
条
第
１
項
中
「
指
定
管

理
者
（
大
村
市
松
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
あ
っ
て
は
、
市
長
。
次
項
、
次
条
、
第

１
３
条
及
び
第
１
４
条
第
１
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
市
長
」

と
、
第
７
条
第
２
項
、
第
８
条
、
第
１
３
条
及
び
第
１
４
条
第
１
項
中
「
指
定

管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
市
長
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
市
及
び
指
定
管
理
者
」

と
あ
る
の
は
「
市
」
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
す
る
。

別
表
第
１
（
第
２
条
関
係
）

名
称

位
置

略

名
称

位
置

略 大
村
市
松
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

大
村
市
松
山
町
５
６
５
番
地
１

（ 13 ）



大
村
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
新
旧
対
照
表
）
（
第
１
条
関
係
）

改
正
後

改
正
前

（
保
育
の
内
容
）

第
２
５
条

家
庭
的
保
育
事
業

者
は
、
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
（
昭
和
２
３
年
厚
生
省
令
第
６
３
号
）
第
３
５
条
に
規
定
す
る
内

閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
指
針
に
準
じ
、
家
庭
的
保
育
事
業
の
特
性
に
留
意
し

て
、
保
育
す
る
乳
幼
児
の
心
身
の
状
況
等
に
応
じ
た
保
育
を
提
供
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

。

（
保
育
の
内
容
）

第
２
５
条

家
庭
的
保
育
事
業

者
は
、
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
（
昭
和
２
３
年
厚
生
省
令
第
６
３
号
）
第
３
５
条
に
規
定
す
る
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
指
針
に
準
じ
、
家
庭
的
保
育
事
業
の
特
性
に
留
意
し

て
、
保
育
す
る
乳
幼
児
の
心
身
の
状
況
等
に
応
じ
た
保
育
を
提
供
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（ 14 ）



大
村
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
新
旧
対
照
表
）
（
第
２
条
関
係
）

改
正
後

改
正
前

（
特
定
教
育
・
保
育
の
取
扱
方
針
）

第
１
５
条

特
定
教
育
・
保
育

施
設
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
区
分
に

応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
に
基
づ
き
、
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
心

身
の
状
況
等
に
応
じ
て
、
特
定
教
育
・
保
育
の
提
供
を
適
切
に
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

(1
)～

(3
)
略

(4
)
保
育
所

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
２

３
年
厚
生
省
令
第
６
３
号
）
第
３
５
条

の
規
定
に
基
づ
き
保
育
所
に
お
け

る
保
育
の
内
容
に
つ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
指
針

２
略

（
特
定
地
域
型
保
育
の
取
扱
方
針
）

第
４
４
条

特
定
地
域
型
保
育

事
業
者
は
、
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
第
３
５
条
の
規
定
に
基
づ
き
保
育
所
に
お
け
る
保
育
の
内
容

に
つ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
指
針
に
準
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
特

性
に
留
意
し
て
、
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
心
身
の
状
況
等
に
応
じ
て
、
特

定
地
域
型
保
育
の
提
供
を
適
切
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
定
教
育
・
保
育
の
取
扱
方
針
）

第
１
５
条

特
定
教
育
・
保
育

施
設
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
区
分
に

応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
に
基
づ
き
、
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
心

身
の
状
況
等
に
応
じ
て
、
特
定
教
育
・
保
育
の
提
供
を
適
切
に
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

(1
)～

(3
)
略

(
4
)
保
育
所

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
２

３
年
厚
生
省
令
第
６
３
号
）
第
３
５
条
の
規
定
に
基
づ
き
保
育
所
に
お
け

る
保
育
の
内
容
に
つ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
指
針

２
略

（
特
定
地
域
型
保
育
の
取
扱
方
針
）

第
４
４
条

特
定
地
域
型
保
育

事
業
者
は
、
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
第
３
５
条
の
規
定
に
基
づ
き
保
育
所
に
お
け
る
保
育
の
内
容

に
つ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
指
針
に
準
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
特

性
に
留
意
し
て
、
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
の
心
身
の
状
況
等
に
応
じ
て
、
特

定
地
域
型
保
育
の
提
供
を
適
切
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（ 15 ）



大村市地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化のための

固定資産税の課税免除に関する条例の改正概要（第３５号議案関係）

１ 改正の理由

地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律第２

６条の地方公共団体等を定める省令の改正を踏まえ、課税免除の適用期限を延

長するため、以下のとおり改正するものである。

※地域経済牽引事業 本県の地域の特性（農林水産資源、電子部品の製造業等

の集積など）を生かして高い付加価値を創出し、地域経済を牽引する事業と

して、県の承認及び国の確認を受けたもの。

２ 改正の内容

３ 施行期日

公布の日

対象

施設等

家屋

及び

償却

資産

改正前 改正後

地域経済牽引事業に係る対象施

設の用に供する部分（事務所等

を除き、国が県の基本計画に同

意した日（平成２９年９月２９

日）から令和５年３月３１日ま

でに設置したもの）

地域経済牽引事業に係る対象施

設の用に供する部分（事務所等

を除き、国が県の基本計画に同

意した日（平成２９年９月２９

日）から令和７年３月３１日ま

でに設置したもの）

土地

地域経済牽引事業に係る対象施設の敷地（平成２９年９月２９日

以後に取得し、取得から１年以内に当該対象施設の建設に着手し

たもの）

免除期間 ３年間

国の

財政措置

課税免除による固定資産税減収額の４分の３に対し、普通交付税

による補てん措置あり

（ 16 ）



大
村
市
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
（
新
旧
対
照
表
）

改
正
後

改
正
前

（
課
税
免
除
）

第
３
条
市
長
は
、
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
た
め
の
施
設
の
う
ち
対
象
施

設
を
促
進
区
域
内
（
本
市
の
区
域
内
に
限
る
。）
に
設
置
し
た
承
認
地
域
経
済

牽
引
事
業
者
に
つ
い
て
、
平
成
２
９
年
９
月
２
９
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
同
意
日
」
と
い
う
。）
か
ら
令
和
７
年
３
月
３
１
日
ま
で
に
設
置
し
た
当

該
対
象
施
設
の
用
に
供
す
る
家
屋
若
し
く
は
構
築
物
（
当
該
対
象
施
設
の
用

に
供
す
る
部
分
に
限
る
も
の
と
し
、
事
務
所
等
に
係
る
も
の
を
除
く
。）
又
は

こ
れ
ら
の
敷
地
で
あ
る
土
地
（
同
意
日
以
後
に
取
得
し
た
も
の
に
限
り
、
か

つ
、
土
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
取
得
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内

に
当
該
土
地
を
敷
地
と
す
る
当
該
家
屋
又
は
構
築
物
の
建
設
の
着
手
が
あ
っ

た
場
合
に
お
け
る
当
該
土
地
に
限
る
。
以
下
「
課
税
免
除
対
象
施
設
等
」
と

い
う
。）
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
略

（
課
税
免
除
）

第
３
条
市
長
は
、
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
た
め
の
施
設
の
う
ち
対
象
施

設
を
促
進
区
域
内
（
本
市
の
区
域
内
に
限
る
。）
に
設
置
し
た
承
認
地
域
経
済

牽
引
事
業
者
に
つ
い
て
、
平
成
２
９
年
９
月
２
９
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
同
意
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
令
和
５
年
３
月
３
１
日
ま
で
に
設
置
し
た
当

該
対
象
施
設
の
用
に
供
す
る
家
屋
若
し
く
は
構
築
物
（
当
該
対
象
施
設
の
用

に
供
す
る
部
分
に
限
る
も
の
と
し
、
事
務
所
等
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は

こ
れ
ら
の
敷
地
で
あ
る
土
地
（
同
意
日
以
後
に
取
得
し
た
も
の
に
限
り
、
か

つ
、
土
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
取
得
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内

に
当
該
土
地
を
敷
地
と
す
る
当
該
家
屋
又
は
構
築
物
の
建
設
の
着
手
が
あ
っ

た
場
合
に
お
け
る
当
該
土
地
に
限
る
。
以
下
「
課
税
免
除
対
象
施
設
等
」
と

い
う
。）
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
略

（ 17 ）



大村市手数料条例の改正概要（第３６号議案関係）

１ 改正の理由

建築物エネルギー消費性能基準等を定める省令等の改正に伴い、「低炭素建築物

新築等計画」及び「建築物エネルギー消費性能向上計画」の認定申請等の審査につ

いて新たな手数料を設定するため、以下のとおり改正するとともに、所要の条文整

理を行うものである。

２ 改正の内容

「低炭素建築物新築等計画(※1)」及び「建築物エネルギー消費性能向上計画(※2）」

の認定申請等の審査に係る手数料について、評価手法が仕様基準(※3)であるときの

区分を新設する(※4)。

＜認定申請の流れ＞

※1 都市の低炭素化の促進に関する法律に基づき、市街地等に二酸化炭素の排出の抑制

に資する建築物の新築等をしようとする者は、低炭素建築物新築等計画を作成し、所管

行政庁（本市）の認定を申請することができる。申請を受けた所管行政庁は、当該計画

が適合基準に適合するときは当該計画を認定する。

※2 建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律に基づき、建築物の新築等をしよ

うとする者は、建築物エネルギー消費性能向上計画を作成し、所管行政庁（本市）の認

定を申請することができる。申請を受けた所管行政庁は、当該計画が適合基準に適合す

るときは当該計画を認定する。

※3 仕様基準とは屋根、壁、床等の各部位の材料といった具体的な仕様に基づく評価を

いい、性能基準とは省エネルギー計算に基づく評価をいう。

※4 仕様基準に係る手数料の額は、長崎県建築関係手数料条例に定める額を準用する。

例えば、一戸建て住宅の場合においては、低炭素建築物は 17,000 円、省エネ建築物

（200 ㎡未満）は 15,000 円とする。

３ 施行期日

公布の日

大
村
市

申
請
者申
請
者

申請
評価手法（いずれか）
・性能基準
・仕様基準（新設）

認定（通知書の交付）
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大
村
市
手
数
料
条
例
（
新
旧
対
照
表
）

改
正
後

改
正
前

別
表
第
２
（
第
２
条
関
係
）

別
表
第
２
（
第
２
条
関
係
）

項
手
数
料
を
徴
収
す
る
事
項

手
数
料
の
額

手
数
料

の
名
称

手
数
料
を
徴

収
す
る
事
務

略 ７
一
団
地

内
に
お

い
て
建

築
等
を

す
る
１

又
は
２

以
上
の

建
築
物

の
特
例

認
定
申

請
手
数

料

法
第
８
６
条
第

１
項
の
規
定
に

基
づ
く
一
の
敷

地
と
み
な
す
こ

と
に
よ
る
制
限

の
緩
和
に
係
る

特
例
の
認
定
の

申
請
に
対
す
る

審
査

建
築
物
の
数
が
２
以
下

で
あ
る
場
合

１
件
に
つ
き

７
８
，

０
０
０
円

建
築
物
の
数
が
３
以
上

で
あ
る
場
合

１
件
に
つ
き

７
８
，

０
０
０
円
に
２
を
超
え

る
建
築
物
の
数
に
２

８
，
０
０
０
円
を
乗
じ

て
得
た
額
を
加
算
し
た

額

８
既
存
建

築
物
を

前
提
と

し
た
総

合
的
見

地
か
ら

し
た
設

計
に
よ

る
建
築

物
の
特

例
認
定

申
請
手

数
料

法
第
８
６
条
第

２
項
の
規
定
に

基
づ
く
一
の
敷

地
と
み
な
す
こ

と
に
よ
る
制
限

の
緩
和
に
係
る

特
例
の
認
定
の

申
請
に
対
す
る

審
査

建
築
物
（
建
築
等
を
す

る
も
の
に
限
る
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
数
が
１
で
あ
る

場
合

１
件
に
つ
き

７
８
，

０
０
０
円

建
築
物
の
数
が
２
以
上

で
あ
る
場
合

１
件
に
つ
き

７
８
，

０
０
０
円
に
１
を
超
え

る
建
築
物
の
数
に
２

８
，
０
０
０
円
を
乗
じ

て
得
た
額
を
加
算
し
た

額

９
一
敷
地

内
認
定

建
築
物

法
第
８
６
条
の

２
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
く
一

建
築
物
（
一
敷
地
内
認

定
建
築
物
以
外
の
建
築

物
の
新
築
及
び
一
敷
地

１
件
に
つ
き

７
８
，

０
０
０
円

項
手
数
料
を
徴
収
す
る
事
項

手
数
料
の
額

手
数
料

の
名
称

手
数
料
を
徴

収
す
る
事
務

略 ７
一
団
地

に
建
築

さ
れ
る

１
又
は

２
以
上

の
構
え

を
成
す

建
築
物

の
特
例

認
定
申

請
手
数

料

法
第
８
６
条
第

１
項
の
規
定
に

基
づ
く
一
の
敷

地
と
み
な
す
こ

と
に
よ
る
制
限

の
緩
和
に
係
る

特
例
の
認
定
の

申
請
に
対
す
る

審
査

建
築
物
の
数
が
２
以
下

で
あ
る
場
合

１
件
に
つ
き

７
８
，

０
０
０
円

建
築
物
の
数
が
３
以
上

で
あ
る
場
合

１
件
に
つ
き

７
８
，

０
０
０
円
に
２
を
超
え

る
建
築
物
の
数
に
２

８
，
０
０
０
円
を
乗
じ

て
得
た
額
を
加
算
し
た

額

８
既
存
建

築
物
を

前
提
と

し
た
総

合
的
見

地
か
ら

し
た
設

計
に
よ

る
建
築

物
の
特

例
認
定

申
請
手

数
料

法
第
８
６
条
第

２
項
の
規
定
に

基
づ
く
一
の
敷

地
と
み
な
す
こ

と
に
よ
る
制
限

の
緩
和
に
係
る

特
例
の
認
定
の

申
請
に
対
す
る

審
査

建
築
物
（
既
存
建
築
物

を
除
く
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
数

が
１
で
あ
る
場
合

１
件
に
つ
き

７
８
，

０
０
０
円

建
築
物
の
数
が
２
以
上

で
あ
る
場
合

１
件
に
つ
き

７
８
，

０
０
０
円
に
１
を
超
え

る
建
築
物
の
数
に
２

８
，
０
０
０
円
を
乗
じ

て
得
た
額
を
加
算
し
た

額

９
一
敷
地

内
認
定

建
築
物

法
第
８
６
条
の

２
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
く
一

建
築
物
（
一
敷
地
内
認

定
建
築
物
を
除
く
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同

１
件
に
つ
き

７
８
，

０
０
０
円
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改
正
後

改
正
前

以
外
の

建
築
物

の
新
築

又
は
一

敷
地
内

認
定
建

築
物
の

増
築
等

の
認
定

申
請
手

数
料

敷
地
内
認
定
建

築
物
以
外
の
建

築
物
の
新
築
又

は
一
敷
地
内
認

定
建
築
物
の
増

築
等
の
認
定
の

申
請
に
対
す
る

審
査

内
認
定
建
築
物
の
増
築

等
を
す
る
も
の
に
限

る
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
数
が
１

で
あ
る
場
合

建
築
物
の
数
が
２
以
上

で
あ
る
場
合

１
件
に
つ
き

７
８
，

０
０
０
円
に
１
を
超
え

る
建
築
物
の
数
に
２

８
，
０
０
０
円
を
乗
じ

て
得
た
額
を
加
算
し
た

額
略 １ ８

低
炭
素

建
築
物

新
築
等

計
画
認

定
申
請

手
数
料

都
市
の
低
炭
素

化
の
促
進
に
関

す
る
法
律
（
平

成
２
４
年
法
律

第
８
４
号
。
以

下
「
低
炭
素
法
」

と
い
う
。
）
第
５

３
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
る
低

炭
素
建
築
物
新

築
等
計
画
（
以

下
「
低
炭
素
建

築
物
新
築
等
計

画
」
と
い
う
。
）

の
認
定
の
申
請

（
以
下
「
低
炭

素
建
築
物
新
築

等
計
画
の
認
定

申
請
」
と
い

う
。
）
に
対
す
る

審
査

(
1)
住
宅

の
住
戸

部
分

住
戸
の
数

が
１
戸
で

あ
る
場
合

（
一
戸
建

て
の
住
宅

を
含
む
。
）

低
炭
素
建

築
物
新
築

等
計
画
が

低
炭
素
法

第
５
４
条

第
１
項
各

号
に
掲
げ

る
基
準
に

適
合
し
て

い
る
こ
と

を
証
明
す

る
書
類

（
市
長
が

別
に
定
め

る
者
が
作

成
し
た
も

の
に
限

る
。
以
下

「
適
合

証
」
と
い

う
。
）
の
提

出
が
あ
る

場
合

１
件
に
つ

き ４
，
０
０

０
円

適
合
証
の
１
件
に
つ

以
外
の

建
築
物

の
建
築

認
定
申

請
手
数

料

敷
地
内
認
定
建

築
物
以
外
の
建

築
物
の
建
築
の

認
定
の
申
請
に

対
す
る
審
査

じ
。
）
の
数
が
１
で
あ
る

場
合

建
築
物
の
数
が
２
以
上

で
あ
る
場
合

１
件
に
つ
き

７
８
，

０
０
０
円
に
１
を
超
え

る
建
築
物
の
数
に
２

８
，
０
０
０
円
を
乗
じ

て
得
た
額
を
加
算
し
た

額
略 １ ８

低
炭
素

建
築
物

新
築
等

計
画
認

定
申
請

手
数
料

都
市
の
低
炭
素

化
の
促
進
に
関

す
る
法
律
（
平

成
２
４
年
法
律

第
８
４
号
。
以

下
「
低
炭
素
法
」

と
い
う
。
）
第
５

３
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
る
低

炭
素
建
築
物
新

築
等
計
画
（
以

下
「
低
炭
素
建

築
物
新
築
等
計

画
」
と
い
う
。
）

の
認
定
の
申
請

（
以
下
「
低
炭

素
建
築
物
新
築

等
計
画
の
認
定

申
請
」
と
い

う
。
）
に
対
す
る

審
査

(1
)
住
宅

の
住
戸

部
分

住
戸
の
数

が
１
戸
で

あ
る
場
合

（
一
戸
建

て
の
住
宅

を
含
む
。
）

低
炭
素
建

築
物
新
築

等
計
画
が

低
炭
素
法

第
５
４
条

第
１
項
各

号
に
掲
げ

る
基
準
に

適
合
し
て

い
る
こ
と

を
証
明
す

る
書
類

（
市
長
が

別
に
定
め

る
者
が
作

成
し
た
も

の
に
限

る
。
以
下

「
適
合

証
」
と
い

う
。
）
の
提

出
が
あ
る

場
合

１
件
に
つ

き ４
，
０
０

０
円

適
合
証
の
１
件
に
つ

（ 20 ）



改
正
後

改
正
前

提
出
が
な

い
場
合
で

評
価
手
法

が
性
能
基

準
で
あ
る

と
き

き ３
３
，
０

０
０
円

適
合
証
の

提
出
が
な

い
場
合
で

評
価
手
法

が
仕
様
基

準
で
あ
る

と
き

１
件
に
つ

き １
７
，
０

０
０
円

住
戸
の
数

が
１
戸
を

超
え
５
戸

以
内
で
あ

る
場
合

適
合
証
の

提
出
が
あ

る
場
合

１
件
に
つ

き ９
，
０
０

０
円

適
合
証
の

提
出
が
な

い
場
合
で

評
価
手
法

が
性
能
基

準
で
あ
る

と
き

１
件
に
つ

き ６
７
，
０

０
０
円

適
合
証
の

提
出
が
な

い
場
合
で

評
価
手
法

が
仕
様
基

準
で
あ
る

と
き

１
件
に
つ

き ３
２
，
０

０
０
円

住
戸
の
数

が
５
戸
を

超
え
１
０

戸
以
内
で

あ
る
場
合

適
合
証
の

提
出
が
あ

る
場
合

１
件
に
つ

き １
５
，
０

０
０
円

適
合
証
の
１
件
に
つ

提
出
が
な

い
場
合

き ３
３
，
０
０

０
円

住
戸
の
数

が
１
戸
を

超
え
５
戸

以
内
で
あ

る
場
合

適
合
証
の

提
出
が
あ

る
場
合

１
件
に
つ

き ９
，
０
０

０
円

適
合
証
の

提
出
が
な

い
場
合

１
件
に
つ

き ６
７
，
０

０
０
円

住
戸
の
数

が
５
戸
を

超
え
１
０

戸
以
内
で

あ
る
場
合

適
合
証
の

提
出
が
あ

る
場
合

１
件
に
つ

き １
５
，
０

０
０
円

適
合
証
の
１
件
に
つ

（ 21 ）



改
正
後

改
正
前

提
出
が
な

い
場
合
で

評
価
手
法

が
性
能
基

準
で
あ
る

と
き

き ９
４
，
０

０
０
円

適
合
証
の

提
出
が
な

い
場
合
で

評
価
手
法

が
仕
様
基

準
で
あ
る

と
き

１
件
に
つ

き ４
６
，
０

０
０
円

住
戸
の
数

が
１
０
戸

を
超
え
る

場
合

適
合
証
の

提
出
が
あ

る
場
合

１
件
に
つ

き ２
６
，
０

０
０
円

適
合
証
の

提
出
が
な

い
場
合
で

評
価
手
法

が
性
能
基

準
で
あ
る

と
き

１
件
に
つ

き １
３
３
，

０
０
０
円

適
合
証
の

提
出
が
な

い
場
合
で

評
価
手
法

が
仕
様
基

準
で
あ
る

と
き

１
件
に
つ

き ６
６
，
０

０
０
円

略

１ ９

低
炭
素

建
築
物

新
築
等

計
画
変

低
炭
素
法
第
５

５
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
る
低

炭
素
建
築
物
新

(
1)
住
宅

の
住
戸

部
分

住
戸
の
数

が
１
戸
で

あ
る
場
合

（
一
戸
建

適
合
証
の

提
出
が
あ

る
場
合

１
件
に
つ

き ２
，
０
０

０
円

提
出
が
な

い
場
合

き ９
４
，
０

０
０
円

住
戸
の
数

が
１
０
戸

を
超
え
る

場
合

適
合
証
の

提
出
が
あ

る
場
合

１
件
に
つ

き ２
６
，
０

０
０
円

適
合
証
の

提
出
が
な

い
場
合

１
件
に
つ

き １
３
３
，

０
０
０
円

略

１ ９

低
炭
素

建
築
物

新
築
等

計
画
変

低
炭
素
法
第
５

５
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
る
低

炭
素
建
築
物
新

(1
)
住
宅

の
住
戸

部
分

住
戸
の
数

が
１
戸
で

あ
る
場
合

（
一
戸
建

適
合
証
の

提
出
が
あ

る
場
合

１
件
に
つ

き ２
，
０
０

０
円

（ 22 ）



改
正
後

改
正
前

更
認
定

申
請
手

数
料

築
等
計
画
の
変

更
の
認
定
の
申

請
（
以
下
「
低
炭

素
建
築
物
新
築

等
計
画
の
変
更

認
定
申
請
」
と

い
う
。
）
に
対
す

る
審
査

て
の
住
宅

を
含
む
。
）
適
合
証
の

提
出
が
な

い
場
合
で

評
価
手
法

が
性
能
基

準
で
あ
る

と
き

１
件
に
つ

き １
６
，
５

０
０
円

適
合
証
の

提
出
が
な

い
場
合
で

評
価
手
法

が
仕
様
基

準
で
あ
る

と
き

１
件
に
つ

き ８
，
５
０

０
円

住
戸
の
数

が
１
戸
を

超
え
５
戸

以
内
で
あ

る
場
合

適
合
証
の

提
出
が
あ

る
場
合

１
件
に
つ

き ４
，
５
０

０
円

適
合
証
の

提
出
が
な

い
場
合
で

評
価
手
法

が
性
能
基

準
で
あ
る

と
き

１
件
に
つ

き ３
３
，
５

０
０
円

適
合
証
の

提
出
が
な

い
場
合
で

評
価
手
法

が
仕
様
基

準
で
あ
る

と
き

１
件
に
つ

き １
６
，
０

０
０
円

住
戸
の
数

が
５
戸
を

超
え
１
０

戸
以
内
で

適
合
証
の

提
出
が
あ

る
場
合

１
件
に
つ

き ７
，
５
０

０
円

更
認
定

申
請
手

数
料

築
等
計
画
の
変

更
の
認
定
の
申

請
（
以
下
「
低
炭

素
建
築
物
新
築

等
計
画
の
変
更

認
定
申
請
」
と

い
う
。
）
に
対
す

る
審
査

て
の
住
宅

を
含
む
。
）
適
合
証
の

提
出
が
な

い
場
合

１
件
に
つ

き １
６
，
５

０
０
円

住
戸
の
数

が
１
戸
を

超
え
５
戸

以
内
で
あ

る
場
合

適
合
証
の

提
出
が
あ

る
場
合

１
件
に
つ

き ４
，
５
０

０
円

適
合
証
の

提
出
が
な

い
場
合

１
件
に
つ

き ３
３
，
５

０
０
円

住
戸
の
数

が
５
戸
を

超
え
１
０

戸
以
内
で

適
合
証
の

提
出
が
あ

る
場
合

１
件
に
つ

き ７
，
５
０

０
円

（ 23 ）



改
正
後

改
正
前

あ
る
場
合
適
合
証
の

提
出
が
な

い
場
合
で

評
価
手
法

が
性
能
基

準
で
あ
る

と
き

１
件
に
つ

き ４
７
，
０

０
０
円

適
合
証
の

提
出
が
な

い
場
合
で

評
価
手
法

が
仕
様
基

準
で
あ
る

と
き

１
件
に
つ

き ２
３
，
０

０
０
円

住
戸
の
数

が
１
０
戸

を
超
え
る

場
合

適
合
証
の

提
出
が
あ

る
場
合

１
件
に
つ

き １
３
，
０

０
０
円

適
合
証
の

提
出
が
な

い
場
合
で

評
価
手
法

が
性
能
基

準
で
あ
る

と
き

１
件
に
つ

き ６
６
，
５

０
０
円

適
合
証
の

提
出
が
な

い
場
合
で

評
価
手
法

が
仕
様
基

準
で
あ
る

と
き

１
件
に
つ

き ３
３
，
０

０
０
円

略
２ ０
建
築
物

エ
ネ
ル

ギ
ー
消

建
築
物
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
性

能
の
向
上
に
関

(
1)
一
戸

建
て
の

住
宅
の

２
０
０
平

方
メ
ー
ト

ル
未
満

登
録
住
宅

性
能
評
価

機
関
又
は

１
件
に
つ

き ４
，
０
０

あ
る
場
合
適
合
証
の

提
出
が
な

い
場
合

１
件
に
つ

き ４
７
，
０

０
０
円

住
戸
の
数

が
１
０
戸

を
超
え
る

場
合

適
合
証
の

提
出
が
あ

る
場
合

１
件
に
つ

き １
３
，
０

０
０
円

適
合
証
の

提
出
が
な

い
場
合

１
件
に
つ

き ６
６
，
５

０
０
円

略
２ ０
建
築
物

エ
ネ
ル

ギ
ー
消

建
築
物
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
性

能
の
向
上
に
関

(1
)
一
戸

建
て
の

住
宅
で

２
０
０
平

方
メ
ー
ト

ル
未
満

登
録
住
宅

性
能
評
価

機
関
又
は

１
件
に
つ

き ４
，
０
０

（ 24 ）



改
正
後

改
正
前

費
性
能

向
上
計

画
認
定

申
請
手

数
料

す
る
法
律
（
平

成
２
７
年
法
律

第
５
３
号
。
以

下
「
建
築
物
消

費
性
能
向
上

法
」
と
い
う
。
）

第
３
４
条
第
１

項
の
規
定
に
よ

る
建
築
物
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
性

能
向
上
計
画

（
同
項
に
規
定

す
る
建
築
物
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
向
上
計
画

を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
の
認
定

の
申
請
（
当
該

申
請
に
併
せ
て

建
築
物
消
費
性

能
向
上
法
第
３

５
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
る
審

査
の
申
出
を
行

う
場
合
を
除

く
。
）
に
対
す
る

審
査

場
合

建
築
物
消

費
性
能
向

上
法
第
１

５
条
第
１

項
に
規
定

す
る
登
録

建
築
物
エ

ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能

判
定
機
関

に
お
い
て

建
築
物
エ

ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能

向
上
計
画

が
建
築
物

消
費
性
能

向
上
法
第

３
５
条
第

１
項
各
号

に
掲
げ
る

基
準
に
適

合
し
て
い

る
こ
と
を

証
す
る
書

類
（
以
下

こ
の
項
か

ら
２
２
の

項
ま
で
に

お
い
て

「
適
合

証
」
と
い

う
。
）
又
は

住
宅
品
質

確
保
法
第

６
条
第
１

０
円

費
性
能

向
上
計

画
認
定

申
請
手

数
料

す
る
法
律
（
平

成
２
７
年
法
律

第
５
３
号
。
以

下
「
建
築
物
消

費
性
能
向
上

法
」
と
い
う
。
）

第
２
９
条
第
１

項
の
規
定
に
よ

る
建
築
物
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
性

能
向
上
計
画

（
同
項
に
規
定

す
る
建
築
物
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
向
上
計
画

を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
の
認
定

の
申
請
（
当
該

申
請
に
併
せ
て

建
築
物
消
費
性

能
向
上
法
第
３

０
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
る
審

査
の
申
出
を
行

う
場
合
を
除

く
。
）
に
対
す
る

審
査

評
価
方

法
が
性

能
基
準

の
場
合

エ
ネ
ル
ギ

ー
の
使
用

の
合
理
化

等
に
関
す

る
法
律

（
昭
和
５

４
年
法
律

第
４
９

号
）
第
７

６
条
第
１

項
に
規
定

す
る
登
録

建
築
物
調

査
機
関
に

お
い
て
建

築
物
エ
ネ

ル
ギ
ー
消

費
性
能
向

上
計
画
が

建
築
物
消

費
性
能
向

上
法
第
３

０
条
第
１

項
各
号
に

掲
げ
る
基

準
に
適
合

し
て
い
る

こ
と
を
証

す
る
書
類

（
以
下
こ

の
項
か
ら

２
２
の
項

ま
で
に
お

い
て
「
適

合
証
」
と

い
う
。
）
又

０
円

（ 25 ）



改
正
後

改
正
前

項
に
規
定

す
る
設
計

住
宅
性
能

評
価
書

（
以
下
こ

の
項
及
び

次
項
に
お

い
て
「
性

能
評
価

書
」
と
い

う
。
）
の
提

出
が
あ
る

場
合
適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
な
い

場
合
で
評

価
手
法
が

性
能
基
準

で
あ
る
と

き

１
件
に
つ

き ３
０
，
０

０
０
円

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
な
い

場
合
で
評

価
手
法
が

仕
様
基
準

で
あ
る
と

き

１
件
に
つ

き １
５
，
０

０
０
円

２
０
０
平

方
メ
ー
ト

ル
以
上

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
あ
る

場
合

１
件
に
つ

き ４
，
０
０

０
円

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
あ
る

場
合

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
な
い

場
合

１
件
に
つ

き ３
０
，
０

０
０
円

２
０
０
平

方
メ
ー
ト

ル
以
上

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
あ
る

場
合

１
件
に
つ

き ４
，
０
０

０
円

（ 26 ）



改
正
後

改
正
前

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
な
い

場
合
で
評

価
手
法
が

性
能
基
準

で
あ
る
と

き

１
件
に
つ

き ３
３
，
０

０
０
円

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
な
い

場
合
で
評

価
手
法
が

仕
様
基
準

で
あ
る
と

き

１
件
に
つ

き １
６
，
０

０
０
円

(
2)
共
同

住
宅
等

の
場
合

３
０
０
平

方
メ
ー
ト

ル
未
満

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
あ
る

場
合

１
件
に
つ

き ８
，
０
０

０
円

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
な
い

場
合
で
評

価
手
法
が

性
能
基
準

で
あ
る
と

き

１
件
に
つ

き ６
１
，
０

０
０
円

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
な
い

１
件
に
つ

き ２
９
，
０

０
０
円

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
な
い

場
合

１
件
に
つ

き ３
３
，
０

０
０
円

(2
)
共
同

住
宅
等

で
評
価

方
法
が

性
能
基

準
の
場

合

３
０
０
平

方
メ
ー
ト

ル
未
満

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
あ
る

場
合

１
件
に
つ

き ８
，
０
０

０
円

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
な
い

場
合

１
件
に
つ

き ６
１
，
０

０
０
円

（ 27 ）



改
正
後

改
正
前

場
合
で
評

価
手
法
が

仕
様
基
準

で
あ
る
と

き
３
０
０
平

方
メ
ー
ト

ル
以
上
５

０
０
平
方

メ
ー
ト
ル

以
下

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
あ
る

場
合

１
件
に
つ

き １
７
，
０

０
０
円

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
な
い

場
合
で
評

価
手
法
が

性
能
基
準

で
あ
る
と

き

１
件
に
つ

き １
０
２
，

０
０
０
円

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
な
い

場
合
で
評

価
手
法
が

仕
様
基
準

で
あ
る
と

き

１
件
に
つ

き ５
０
，
０

０
０
円

略

２ １

建
築
物

エ
ネ
ル

ギ
ー
消

費
性
能

向
上
計

画
変
更

認
定
申

建
築
物
消
費
性

能
向
上
法
第
３

６
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
く

建
築
物
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能

向
上
計
画
の
変

(
1)
一
戸

建
て
の

住
宅
の

場
合

２
０
０
平

方
メ
ー
ト

ル
未
満

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
あ
る

場
合

１
件
に
つ

き ２
，
０
０

０
円

適
合
証
又

は
性
能
評
１
件
に
つ

き

３
０
０
平

方
メ
ー
ト

ル
以
上
５

０
０
平
方

メ
ー
ト
ル

以
下

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
あ
る

場
合

１
件
に
つ

き １
７
，
０

０
０
円

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
な
い

場
合

１
件
に
つ

き １
０
２
，

０
０
０
円

略

２ １

建
築
物

エ
ネ
ル

ギ
ー
消

費
性
能

向
上
計

画
変
更

認
定
申

建
築
物
消
費
性

能
向
上
法
第
３

１
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
く

建
築
物
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能

向
上
計
画
の
変

(1
)
一
戸

建
て
の

住
宅
で

評
価
方

法
が
性

能
基
準

の
場
合

２
０
０
平

方
メ
ー
ト

ル
未
満

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
あ
る

場
合

１
件
に
つ

き ２
，
０
０

０
円

適
合
証
又

は
性
能
評
１
件
に
つ

き

（ 28 ）



改
正
後

改
正
前

請
手
数

料
更
の
認
定
の
申

請
（
当
該
申
請

に
併
せ
て
建
築

物
消
費
性
能
向

上
法
第
３
５
条

第
２
項
の
規
定

に
よ
る
審
査
の

申
出
を
行
う
場

合
を
除
く
。
）
に

対
す
る
審
査

価
書
の
提

出
が
な
い

場
合
で
評

価
手
法
が

性
能
基
準

で
あ
る
と

き

１
５
,
０

０
０
円

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
な
い

場
合
で
評

価
手
法
が

仕
様
基
準

で
あ
る
と

き

１
件
に
つ

き ７
，
５
０

０
円

２
０
０
平

方
メ
ー
ト

ル
以
上

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
あ
る

場
合

１
件
に
つ

き ２
，
０
０

０
円

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
な
い

場
合
で
評

価
手
法
が

性
能
基
準

で
あ
る
と

き

１
件
に
つ

き １
６
，
５

０
０
円

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
な
い

場
合
で
評

価
手
法
が

１
件
に
つ

き ８
,
０
０

０
円

請
手
数

料
更
の
認
定
の
申

請
（
当
該
申
請

に
併
せ
て
建
築

物
消
費
性
能
向

上
法
第
３
０
条

第
２
項
の
規
定

に
よ
る
審
査
の

申
出
を
行
う
場

合
を
除
く
。
）
に

対
す
る
審
査

価
書
の
提

出
が
な
い

場
合

１
５
,
０

０
０
円

２
０
０
平

方
メ
ー
ト

ル
以
上

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
あ
る

場
合

１
件
に
つ

き ２
，
０
０

０
円

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
な
い

場
合

１
件
に
つ

き １
６
，
５

０
０
円

（ 29 ）



改
正
後

改
正
前

仕
様
基
準

で
あ
る
と

き
(
2)
共
同

住
宅
等

の
場
合

３
０
０
平

方
メ
ー
ト

ル
未
満

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
あ
る

場
合

１
件
に
つ

き ４
，
０
０

０
円

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
な
い

場
合
で
評

価
手
法
が

性
能
基
準

で
あ
る
と

き

１
件
に
つ

き ３
０
，
５

０
０
円

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
な
い

場
合
で
評

価
手
法
が

仕
様
基
準

で
あ
る
と

き

１
件
に
つ

き １
４
，
５

０
０
円

３
０
０
平

方
メ
ー
ト

ル
以
上
５

０
０
平
方

メ
ー
ト
ル

以
下

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
あ
る

場
合

１
件
に
つ

き ８
，
５
０

０
円

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
な
い

場
合
で
評

１
件
に
つ

き ５
１
，
０

０
０
円

(2
)
共
同

住
宅
等

で
評
価

方
法
が

性
能
基

準
の
場

合

３
０
０
平

方
メ
ー
ト

ル
未
満

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
あ
る

場
合

１
件
に
つ

き ４
，
０
０

０
円

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
な
い

場
合

１
件
に
つ

き ３
０
，
５

０
０
円

３
０
０
平

方
メ
ー
ト

ル
以
上
５

０
０
平
方

メ
ー
ト
ル

以
下

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
あ
る

場
合

１
件
に
つ

き ８
，
５
０

０
円

適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
な
い

場
合

１
件
に
つ

き ５
１
，
０

０
０
円

（ 30 ）



改
正
後

改
正
前

価
手
法
が

性
能
基
準

で
あ
る
と

き 適
合
証
又

は
性
能
評

価
書
の
提

出
が
な
い

場
合
で
評

価
手
法
が

仕
様
基
準

で
あ
る
と

き

１
件
に
つ

き ２
５
，
０

０
０
円

略
２ ２
建
築
物

の
エ
ネ

ル
ギ
ー

消
費
性

能
に
係

る
認
定

申
請
手

数
料

建
築
物
消
費
性

能
向
上
法
第
４

１
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
る
建

築
物
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能

に
係
る
認
定
の

申
請
に
対
す
る

審
査

(
1)
一
戸

建
て
の

住
宅
で

評
価
方

法
が
性

能
基
準

の
場
合

２
０
０
平

方
メ
ー
ト

ル
未
満

適
合
証
又

は
検
査
済

証
等
（
建

築
物
消
費

性
能
向
上

法
第
３
５

条
の
規
定

に
基
づ
く

建
築
物
エ

ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能

向
上
計
画

を
認
定
し

た
旨
の
通

知
書
及
び

法
第
７
条

第
５
項
、

第
７
条
の

２
第
５
項

若
し
く
は

第
１
８
条

第
１
８
項

に
規
定
す

１
件
に
つ

き ４
，
０
０

０
円

略
２ ２
建
築
物

の
エ
ネ

ル
ギ
ー

消
費
性

能
に
係

る
認
定

申
請
手

数
料

建
築
物
消
費
性

能
向
上
法
第
３

６
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
る
建

築
物
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能

に
係
る
認
定
の

申
請
に
対
す
る

審
査

(1
)
一
戸

建
て
の

住
宅
で

評
価
方

法
が
性

能
基
準

の
場
合

２
０
０
平

方
メ
ー
ト

ル
未
満

適
合
証
又

は
検
査
済

証
等
（
建

築
物
消
費

性
能
向
上

法
第
３
０

条
の
規
定

に
基
づ
く

建
築
物
エ

ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能

向
上
計
画

を
認
定
し

た
旨
の
通

知
書
及
び

法
第
７
条

第
５
項
、

第
７
条
の

２
第
５
項

若
し
く
は

第
１
８
条

第
１
８
項

に
規
定
す

１
件
に
つ

き ４
，
０
０

０
円

（ 31 ）



改
正
後

改
正
前

備
考 １
～
８
略

９
建
築
物
消
費
性
能
向
上
法
第
３
５
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
の

備
考 １
～
８
略

９
建
築
物
消
費
性
能
向
上
法
第
３
０
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
の

る
検
査
済

証
（
以
下

「
検
査
済

証
」
と
い

う
。
）
、
低

炭
素
法
第

５
４
条
の

規
定
に
基

づ
く
低
炭

素
建
築
物

新
築
等
計

画
を
認
定

し
た
旨
の

通
知
書
及

び
検
査
済

証
又
は
住

宅
品
質
確

保
法
第
６

条
第
３
項

に
規
定
す

る
建
設
住

宅
性
能
評

価
書
を
い

う
。
以
下

同
じ
。
）
の

提
出
が
あ

る
場
合

適
合
証
又

は
検
査
済

証
等
の
提

出
が
な
い

場
合

１
件
に
つ

き ３
０
，
０

０
０
円

略

る
検
査
済

証
（
以
下

「
検
査
済

証
」
と
い

う
。
）
、
低

炭
素
法
第

５
４
条
の

規
定
に
基

づ
く
低
炭

素
建
築
物

新
築
等
計

画
を
認
定

し
た
旨
の

通
知
書
及

び
検
査
済

証
又
は
住

宅
品
質
確

保
法
第
６

条
第
３
項

に
規
定
す

る
建
設
住

宅
性
能
評

価
書
を
い

う
。
以
下

同
じ
。
）
の

提
出
が
あ

る
場
合

適
合
証
又

は
検
査
済

証
等
の
提

出
が
な
い

場
合

１
件
に
つ

き ３
０
，
０

０
０
円

略

（ 32 ）



改
正
後

改
正
前

申
出
を
行
う
場
合
に
お
け
る
手
数
料
の
額
は
、
こ
の
表
の
２
０
の
項
に

規
定
す
る
額
に
当
該
申
出
に
係
る
建
築
物
の
床
面
積
の
合
計
の
区
分
に

応
じ
、
こ
の
表
の
１
の
項
に
定
め
る
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

１
０

建
築
物
消
費
性
能
向
上
法
第
３
６
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
申
出

を
行
う
場
合
に
お
け
る
手
数
料
の
額
は
、
こ
の
表
の
２
１
の
項
に
規
定

す
る
額
に
当
該
申
出
に
係
る
建
築
物
の
床
面
積
の
合
計
の
区
分
に
応

じ
、
こ
の
表
の
１
の
項
に
定
め
る
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

申
出
を
行
う
場
合
に
お
け
る
手
数
料
の
額
は
、
こ
の
表
の
２
０
の
項
に

規
定
す
る
額
に
当
該
申
出
に
係
る
建
築
物
の
床
面
積
の
合
計
の
区
分
に

応
じ
、
こ
の
表
の
１
の
項
に
定
め
る
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

１
０

建
築
物
消
費
性
能
向
上
法
第
３
１
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
申
出

を
行
う
場
合
に
お
け
る
手
数
料
の
額
は
、
こ
の
表
の
２
１
の
項
に
規
定

す
る
額
に
当
該
申
出
に
係
る
建
築
物
の
床
面
積
の
合
計
の
区
分
に
応

じ
、
こ
の
表
の
１
の
項
に
定
め
る
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。
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消防ポンプ自動車図面

第３７号議案関係資料

※車体を除く取付品等の位置、寸法

等については、変更となる場合が

あります。

大村市消防団 第９分団

大村市消防団 第９分団

大 ９

第９分団

xx-xx

xx-xx

（ 34 ）



入札物件 担当課

番号 備考

1 2

2 1 落札

3 4

4 5

5 6

6 3

上記のとおり入札を執行しましたので

公表いたします。

上記の金額に100分の10に相当する額を加算した金額が

法律上の申込みに係る価格である。

大村市長　園田　裕史

物品等入札状況調書

消防ポンプ自動車 安全対策課

入札日時･場所 令和５年４月２６日（水）　午前１１時　　市役所第６会議室

業者名 入札額 再入札額

ヤナセ産業（株） 23,100,000 

（株）ナカムラ消防化学 22,300,000 

（株）ツクモ 23,500,000 

（株）ユタカ防災サービス　大村
支店 23,550,000 

（株）サン・クリエイト 23,800,000 

ユニオン防災 23,200,000 

令和５年４月２６日

第３７号議案関係資料
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第３８号議案関係資料

小路口アパート

該当区域

位置図

新大村駅
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工事請負契約の変更について（第３９号議案関係）

１ 工 事 名 大村市立放虎原小学校仮設校舎賃貸借

２ 契約の相手方 長崎市西坂町２番３号

大和リース株式会社 長崎支店

支店長 正本 裕秋

３ 主な変更理由 仮設校舎への給水方式について、当初は、既存の引込給水管

からの直結給水方式としていたが、当該引込給水管の口径が想

定よりも小さく、必要な水圧の確保が困難であることが判明し

たことから、受水槽を設置し、ポンプによる給水が必要となっ

たため。

４ 経 過

契約金額 変更金額 契約期間

当初契約

(令和4年12月14日議決)
347,340,116 円 －

令和4年12月14日から

令和 7年 7月 31 日まで

今回変更契約 358,917,900 円 11,577,784 円 同上

（ 37 ）
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大村市税条例及び大村市都市計画税条例の改正概要（第４１号議案関係）

１ グリーン化特例の適用期限の延長に関する改正

（税条例附則第１６項の２から第１６項の４までの規定関係）

電気自動車等を取得した場合における現行の軽課措置について、低炭素社会の

実現や地域における環境対策のため、より燃費性能等の優れた自動車の普及を促

進する観点から、適用期限を３年間（２５％軽減の対象にあっては２年間）延長

する。

※上記に加え、一定の排ガス性能及び２０２０年度燃費基準達成を要求

２ その他の改正

所要の条文整理を行う。

３ 施行期日

令和５年４月１日

軽減措置 適用対象車

軽
課
（
取
得
翌
年
度
）

種別割７５％軽減

電気自動車、燃料電池自動車、プラグインハイブ

リッド車、天然ガス自動車

→令和７年度取得分までを対象とし、それ以降は

延長しない。

種別割５０％軽減

２０３０年度燃費基準９０％達成（営業用乗用車

のみ）

→令和７年度取得分までを対象とし、それ以降は

延長しない。

種別割２５％軽減

２０３０年度燃費基準７０％達成（営業用乗用車

のみ）

→令和６年度取得分までを対象とし、それ以降は

延長しない。
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大
村
市
税
条
例
（
新
旧
対
照
表
）
（
第
１
条
関
係
）

改
正
後

改
正
前

（
特
別
徴
収
税
額
の
納
入
の
義
務
等
）

第
３
２
条
の
４

前
条
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
、
月
割
額
を
徴
収
し
た
月
の
翌

月
１
０
日
ま
で
に
そ
の
徴
収
し
た
月
割
額
を
施
行
規
則
第
５
号
の
１
５
様
式

若
し
く
は
第
５
号
の
１
５
の
２
様
式
又
は
施
行
規
則
第
２
条
の
６
の
規
定
に

よ
り
総
務
大
臣
が
定
め
た
様
式
に
よ
る
納
入
書
に
よ
り
納
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
法
人
の
市
民
税
の
申
告
納
付
）

第
３
２
条
の
６

市
民
税
を
申
告
納
付
す
る
義
務
が
あ
る
法
人
は
、
法
第
３
２

１
条
の
８
第
１
項
、
第
２
項
、
第
３
１
項
、
第
３
４
項
及
び
第
３
５
項
の
規

定
に
よ
る
申
告
書
（
第
９
項
、
第
１
０
項
及
び
第
１
２
項
に
お
い
て
「
納
税

申
告
書
」
と
い
う
。
）
を
、
同
条
第
１
項
、
第
２
項
、
第
３
１
項
及
び
第
３

５
項
の
申
告
納
付
に
あ
っ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
納
期
限
ま

で
に
、
同
条
第
３
４
項
の
申
告
納
付
に
あ
っ
て
は
遅
滞
な
く
市
長
に
提
出

し
、
及
び
そ
の
申
告
に
係
る
税
金
又
は
同
条
第
１
項
後
段
及
び
第
２
項
後
段

の
規
定
に
よ
り
提
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
申
告
書
に
係
る
税
金
を

施
行
規
則
第
２
２
号
の
４
様
式
又
は
第
２
２
号
の
４
の
２
様
式
に
よ
る
納
付

書
に
よ
り
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
～
４

略

５
法
第
３
２
１
条
の
８
第
３
４
項
に
規
定
す
る
申
告
書
（
同
条
第
３
３
項
の

規
定
に
よ
る
申
告
書
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
税

金
を
納
付
す
る
場
合
に
は
、
当
該
税
金
に
係
る
同
条
第
１
項
、
第
２
項
又
は

第
３
１
項
の
納
期
限
（
納
期
限
の
延
長
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
延
長
さ
れ

た
納
期
限
と
す
る
。
第
７
項
第
１
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
翌
日
か
ら
納
付

の
日
ま
で
の
期
間
の
日
数
に
応
じ
、
当
該
税
額
に
年
１
４
．
６
パ
ー
セ
ン
ト

（
申
告
書
を
提
出
し
た
日
（
同
条
第
３
５
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
、
当
該
申
告
書
が
そ
の
提
出
期
限
前
に
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該

（
特
別
徴
収
税
額
の
納
入
の
義
務
等
）

第
３
２
条
の
４

前
条
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
、
月
割
額
を
徴
収
し
た
月
の
翌

月
１
０
日
ま
で
に
そ
の
徴
収
し
た
月
割
額
を
施
行
規
則
第
５
号
の
１
５
様
式

又
は
施
行
規
則
第
２
条
の
６
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
が
定
め
た
様
式
に
よ

る
納
入
書
に
よ
っ
て
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
人
の
市
民
税
の
申
告
納
付
）

第
３
２
条
の
６

市
民
税
を
申
告
納
付
す
る
義
務
が
あ
る
法
人
は
、
法
第
３
２

１
条
の
８
第
１
項
、
第
２
項
、
第
３
１
項
、
第
３
４
項
及
び
第
３
５
項
の
規

定
に
よ
る
申
告
書
（
第
９
項
、
第
１
０
項
及
び
第
１
２
項
に
お
い
て
「
納
税

申
告
書
」
と
い
う
。
）
を
、
同
条
第
１
項
、
第
２
項
、
第
３
１
項
及
び
第
３

５
項
の
申
告
納
付
に
あ
っ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
納
期
限
ま

で
に
、
同
条
第
３
４
項
の
申
告
納
付
に
あ
っ
て
は
遅
滞
な
く
市
長
に
提
出

し
、
及
び
そ
の
申
告
に
係
る
税
金
又
は
同
条
第
１
項
後
段
及
び
第
２
項
後
段

の
規
定
に
よ
り
提
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
申
告
書
に
係
る
税
金
を

施
行
規
則
第
２
２
号
の
４
様
式
に
よ
る
納
付
書
に
よ
り
納
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２
～
４

略

５
法
第
３
２
１
条
の
８
第
３
４
項
に
規
定
す
る
申
告
書
（
同
条
第
３
３
項
の

規
定
に
よ
る
申
告
書
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
税

金
を
納
付
す
る
場
合
に
は
、
当
該
税
金
に
係
る
同
条
第
１
項
、
第
２
項
又
は

第
３
１
項
の
納
期
限
（
納
期
限
の
延
長
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
延
長
さ
れ

た
納
期
限
と
す
る
。
第
７
項
第
１
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
翌
日
か
ら
納
付

の
日
ま
で
の
期
間
の
日
数
に
応
じ
、
当
該
税
額
に
年
１
４
．
６
パ
ー
セ
ン
ト

（
申
告
書
を
提
出
し
た
日
（
同
条
第
３
５
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
、
当
該
申
告
書
が
そ
の
提
出
期
限
前
に
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
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改
正
後

改
正
前

提
出
期
限
）
ま
で
の
期
間
又
は
そ
の
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
１
月
を
経
過

す
る
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
年
７
．
３
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
割
合
を
乗

じ
て
計
算
し
た
金
額
に
相
当
す
る
延
滞
金
額
を
加
算
し
て
施
行
規
則
第
２
２

号
の
４
様
式
又
は
第
２
２
号
の
４
の
２
様
式
に
よ
る
納
付
書
に
よ
り
納
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
～
１
６

略

（
法
人
の
市
民
税
に
係
る
不
足
税
額
の
納
付
の
手
続
）

第
３
２
条
の
７

法
人
の
市
民
税
の
納
税
者
は
、
法
第
３
２
１
条
の
１
２
の
規

定
に
基
づ
く
納
付
の
告
知
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
不
足
税
額
を
当
該
通

知
書
の
指
定
す
る
期
限
ま
で
に
施
行
規
則
第
２
２
号
の
４
様
式
又
は
第
２
２

号
の
４
の
２
様
式
に
よ
る
納
付
書
に
よ
り
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
前
項
の
場
合
に
は
、
そ
の
不
足
税
額
に
法
第
３
２
１
条
の
８
第
１
項
、
第

２
項
又
は
第
３
１
項
の
納
期
限
（
同
条
第
３
５
項
の
申
告
納
付
に
係
る
法
人

税
割
に
係
る
不
足
税
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
同
条
第
１
項
又
は
第
２
項
の
納

期
限
と
し
、
納
期
限
の
延
長
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
延
長
さ
れ
た
納
期

限
と
す
る
。
第
４
項
第
１
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま

で
の
期
間
の
日
数
に
応
じ
、
年
１
４
．
６
パ
ー
セ
ン
ト
（
前
項
の
納
期
限
ま

で
の
期
間
又
は
当
該
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間

に
つ
い
て
は
年
７
．
３
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
に

相
当
す
る
延
滞
金
額
を
加
算
し
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
・
４

略

（
た
ば
こ
税
の
申
告
納
付
の
手
続
）

第
８
０
条

前
条
の
規
定
に
よ
っ
て
た
ば
こ
税
を
申
告
納
付
す
べ
き
者
（
以
下

こ
の
節
に
お
い
て
「
申
告
納
税
者
」
と
い
う
。
）
は
、
毎
月
末
日
ま
で
に
、

前
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
売
渡
し
等
に
係
る
製
造
た
ば
こ

の
品
目
ご
と
の
課
税
標
準
た
る
本
数
の
合
計
数
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て

「
課
税
標
準
数
量
」
と
い
う
。
）
及
び
当
該
課
税
標
準
数
量
に
対
す
る
た
ば

提
出
期
限
）
ま
で
の
期
間
又
は
そ
の
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
１
月
を
経
過

す
る
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
年
７
．
３
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
割
合
を
乗

じ
て
計
算
し
た
金
額
に
相
当
す
る
延
滞
金
額
を
加
算
し
て
施
行
規
則
第
２
２

号
の
４
様
式
に
よ
る
納
付
書
に
よ
り
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
～
１
６

略

（
法
人
の
市
民
税
に
係
る
不
足
税
額
の
納
付
の
手
続
）

第
３
２
条
の
７

法
人
の
市
民
税
の
納
税
者
は
、
法
第
３
２
１
条
の
１
２
の
規

定
に
基
づ
く
納
付
の
告
知
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
不
足
税
額
を
当
該
通

知
書
の
指
定
す
る
期
限
ま
で
に
施
行
規
則
第
２
２
号
の
４
様
式
に
よ
る
納
付

書
に
よ
り
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
不
足
税
額
に
法
第
３
２
１
条
の
８
第
１

項
、
第
２
項
又
は
第
３
１
項
の
納
期
限
（
同
条
第
３
５
項
の
申
告
納
付
に
係

る
法
人
税
割
に
係
る
不
足
税
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
同
条
第
１
項
又
は
第
２

項
の
納
期
限
と
し
、
納
期
限
の
延
長
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
延
長
さ
れ

た
納
期
限
と
す
る
。
第
４
項
第
１
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
翌
日
か
ら
納
付

の
日
ま
で
の
期
間
の
日
数
に
応
じ
、
年
１
４
．
６
パ
ー
セ
ン
ト
（
前
項
の
納

期
限
ま
で
の
期
間
又
は
当
該
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
月
を
経
過
す
る
日
ま
で

の
期
間
に
つ
い
て
は
年
７
．
３
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た

金
額
に
相
当
す
る
延
滞
金
額
を
加
算
し
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
・
４

略

（
た
ば
こ
税
の
申
告
納
付
の
手
続
）

第
８
０
条

前
条
の
規
定
に
よ
っ
て
た
ば
こ
税
を
申
告
納
付
す
べ
き
者
（
以
下

こ
の
節
に
お
い
て
「
申
告
納
税
者
」
と
い
う
。
）
は
、
毎
月
末
日
ま
で
に
、

前
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
売
渡
し
等
に
係
る
製
造
た
ば
こ

の
品
目
ご
と
の
課
税
標
準
た
る
本
数
の
合
計
数
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て

「
課
税
標
準
数
量
」
と
い
う
。
）
及
び
当
該
課
税
標
準
数
量
に
対
す
る
た
ば
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改
正
後

改
正
前

こ
税
額
、
第
７
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

に
あ
っ
て
は
同
項
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
製
造
た
ば
こ
に
係
る
た
ば
こ

税
額
並
び
に
次
条
第
1
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に

あ
っ
て
は
同
項
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
た
ば
こ
税
額
そ
の
他
必
要
な
事

項
を
記
載
し
た
施
行
規
則
第
３
４
号
の
２
様
式
に
よ
る
申
告
書
を
市
長
に
提

出
し
、
及
び
そ
の
申
告
に
係
る
税
金
を
施
行
規
則
第
３
４
号
の
２
の
５
様
式

又
は
第
３
４
号
の
２
の
５
の
２
様
式
に
よ
る
納
付
書
に
よ
っ
て
納
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
告
書
に
は
、
第
７
８
条
第

３
項
に
規
定
す
る
書
類
及
び
次
条
第
１
項
の
返
還
に
係
る
製
造
た
ば
こ
の
品

目
ご
と
の
数
量
に
つ
い
て
の
明
細
を
記
載
し
た
施
行
規
則
第
１
６
号
の
５
様

式
に
よ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
～
４

略

５
前
項
の
修
正
申
告
書
に
係
る
税
金
を
納
付
す
る
場
合
に
は
、
当
該
税
金
に

係
る
第
１
項
又
は
第
２
項
の
納
期
限
（
納
期
限
の
延
長
が
あ
っ
た
と
き
は
、

そ
の
延
長
さ
れ
た
納
期
限
。
第
８
３
条
第
２
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
翌
日

か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
期
間
の
日
数
に
応
じ
、
当
該
税
額
に
年
１
４
.
６
パ

ー
セ
ン
ト
（
修
正
申
告
書
を
提
出
し
た
日
ま
で
の
期
間
又
は
そ
の
日
の
翌
日

か
ら
１
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
年
７
.
３
パ
ー
セ
ン

ト
）
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
に
相
当
す
る
延
滞
金
額
を
加
算
し

て
、
施
行
規
則
第
３
４
号
の
２
の
５
様
式
又
は
第
３
４
号
の
２
の
５
の
２
様

式
に
よ
る
納
付
書
に
よ
っ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
た
ば
こ
税
に
係
る
不
足
税
額
等
の
納
付
手
続
）

第
８
３
条

た
ば
こ
税
の
納
税
義
務
者
は
、
法
第
４
８
１
条
、
第
４
８
３
条
又

は
第
４
８
４
条
の
規
定
に
基
づ
く
納
付
の
告
知
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該

不
足
税
額
又
は
過
少
申
告
加
算
金
額
、
不
申
告
加
算
金
額
若
し
く
は
重
加
算

金
額
を
、
当
該
通
知
書
の
指
定
す
る
期
限
ま
で
に
、
施
行
規
則
第
３
４
号
の

２
の
５
様
式
又
は
第
３
４
号
の
２
の
５
の
２
様
式
に
よ
る
納
付
書
に
よ
っ
て

納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
税
額
、
第
７
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

に
あ
っ
て
は
同
項
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
製
造
た
ば
こ
に
係
る
た
ば
こ

税
額
並
び
に
次
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に

あ
っ
て
は
同
項
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
た
ば
こ
税
額
そ
の
他
必
要
な
事

項
を
記
載
し
た
施
行
規
則
第
３
４
号
の
２
様
式
に
よ
る
申
告
書
を
市
長
に
提

出
し
、
及
び
そ
の
申
告
に
係
る
税
金
を
施
行
規
則
第
３
４
号
の
２
の
５
様
式

に
よ
る
納
付
書
に
よ
っ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
当
該
申
告
書
に
は
、
第
７
８
条
第
３
項
に
規
定
す
る
書
類
及
び
次
条
第

１
項
の
返
還
に
係
る
製
造
た
ば
こ
の
品
目
ご
と
の
数
量
に
つ
い
て
の
明
細
を

記
載
し
た
施
行
規
則
第
１
６
号
の
５
様
式
に
よ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２
～
４

略

５
前
項
の
修
正
申
告
書
に
係
る
税
金
を
納
付
す
る
場
合
に
は
、
当
該
税
金
に

係
る
第
１
項
又
は
第
２
項
の
納
期
限
（
納
期
限
の
延
長
が
あ
っ
た
と
き
は
、

そ
の
延
長
さ
れ
た
納
期
限
。
第
８
３
条
第
２
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
翌
日

か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
期
間
の
日
数
に
応
じ
、
当
該
税
額
に
年
１
４
.
６
パ

ー
セ
ン
ト
（
修
正
申
告
書
を
提
出
し
た
日
ま
で
の
期
間
又
は
そ
の
日
の
翌
日

か
ら
１
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
年
７
.
３
パ
ー
セ
ン

ト
）
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
に
相
当
す
る
延
滞
金
額
を
加
算
し

て
、
施
行
規
則
第
３
４
号
の
２
の
５
様
式
に
よ
る
納
付
書
に
よ
っ
て
納
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
た
ば
こ
税
に
係
る
不
足
税
額
等
の
納
付
手
続
）

第
８
３
条

た
ば
こ
税
の
納
税
義
務
者
は
、
法
第
４
８
１
条
、
第
４
８
３
条
又

は
第
４
８
４
条
の
規
定
に
基
づ
く
納
付
の
告
知
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該

不
足
税
額
又
は
過
少
申
告
加
算
金
額
、
不
申
告
加
算
金
額
若
し
く
は
重
加
算

金
額
を
、
当
該
通
知
書
の
指
定
す
る
期
限
ま
で
に
、
施
行
規
則
第
３
４
号
の

２
の
５
様
式
に
よ
る
納
付
書
に
よ
っ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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改
正
後

改
正
前

２
略

附
則

１
～
９
の
５

略

（
読
替
規
定
）

１
０

法
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
の
２
ま
で
又
は
第
６
３
条
の
規

定
の
適
用
が
あ
る
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
第
３
６
条
第
８
項
中

「
又
は
第
３
４
９
条
の
３
の
４
か
ら
第
３
４
９
条
の
５
ま
で
」
と
あ
る
の

は
、
「
若
し
く
は
第
３
４
９
条
の
３
の
４
か
ら
第
３
４
９
条
の
５
ま
で
又
は

附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
の
２
ま
で
若
し
く
は
第
６
３
条
」
と
す

る
。

（
法
附
則
第
１
５
条
第
２
項
第
１
号
等
の
条
例
で
定
め
る
割
合
）

１
０
の
２
・
１
０
の
３

略

１
０
の
４

法
附
則
第
１
５
条
第
２
１
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め

る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す
る
。

１
０
の
５

法
附
則
第
１
５
条
第
２
２
項
第
１
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例

で
定
め
る
割
合
は
３
分
の
２
と
す
る
。

１
０
の
６

法
附
則
第
１
５
条
第
２
２
項
第
２
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例

で
定
め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す
る
。

１
０
の
７

法
附
則
第
１
５
条
第
２
２
項
第
３
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例

で
定
め
る
割
合
は
２
分
の
１
と
す
る
。

１
０
の
８

法
附
則
第
１
５
条
第
２
３
項
第
１
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例

で
定
め
る
割
合
は
３
分
の
２
と
す
る
。

１
０
の
９

法
附
則
第
１
５
条
第
２
３
項
第
２
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例

で
定
め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す
る
。

１
０
の
１
０

法
附
則
第
１
５
条
第
２
５
項
第
１
号
イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
３
分
の
２
と
す

る
。

１
０
の
１
１

法
附
則
第
１
５
条
第
２
５
項
第
１
号
ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

２
略

附
則

１
～
９
の
５

略

（
読
替
規
定
）

１
０

法
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
の
２
ま
で
、
第
６
３
条
又
は
第

６
４
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
各
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
第
３
６

条
第
８
項
中
「
又
は
第
３
４
９
条
の
３
の
４
か
ら
第
３
４
９
条
の
５
ま
で
」

と
あ
る
の
は
、
「
若
し
く
は
第
３
４
９
条
の
３
の
４
か
ら
第
３
４
９
条
の
５

ま
で
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
の
２
ま
で
、
第
６
３
条
若
し

く
は
第
６
４
条
」
と
す
る
。

（
法
附
則
第
１
５
条
第
２
項
第
１
号
等
の
条
例
で
定
め
る
割
合
）

１
０
の
２
・
１
０
の
３

略

１
０
の
４

法
附
則
第
１
５
条
第
２
２
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め

る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す
る
。

１
０
の
５

法
附
則
第
１
５
条
第
２
３
項
第
１
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例

で
定
め
る
割
合
は
３
分
の
２
と
す
る
。

１
０
の
６

法
附
則
第
１
５
条
第
２
３
項
第
２
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例

で
定
め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す
る
。

１
０
の
７

法
附
則
第
１
５
条
第
２
３
項
第
３
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例

で
定
め
る
割
合
は
２
分
の
１
と
す
る
。

１
０
の
８

法
附
則
第
１
５
条
第
２
４
項
第
１
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例

で
定
め
る
割
合
は
３
分
の
２
と
す
る
。

１
０
の
９

法
附
則
第
１
５
条
第
２
４
項
第
２
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例

で
定
め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す
る
。

１
０
の
１
０

法
附
則
第
１
５
条
第
２
６
項
第
１
号
イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
３
分
の
２
と
す

る
。

１
０
の
１
１

法
附
則
第
１
５
条
第
２
６
項
第
１
号
ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ
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改
正
後

改
正
前

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
３
分
の
２
と
す

る
。

１
０
の
１
２

法
附
則
第
１
５
条
第
２
５
項
第
１
号
ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
３
分
の
２
と
す

る
。

１
０
の
１
３

法
附
則
第
１
５
条
第
２
５
項
第
１
号
ニ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
３
分
の
２
と
す

る
。

１
０
の
１
４

法
附
則
第
１
５
条
第
２
５
項
第
２
号
イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
４
分
の
３
と
す

る
。

１
０
の
１
５

法
附
則
第
１
５
条
第
２
５
項
第
２
号
ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
３
分
の
２
と
す

る
。

１
０
の
１
６

法
附
則
第
１
５
条
第
２
５
項
第
２
号
ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
４
分
の
３
と
す

る
。

１
０
の
１
７

法
附
則
第
１
５
条
第
２
５
項
第
３
号
イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す

る
。

１
０
の
１
８

法
附
則
第
１
５
条
第
２
５
項
第
３
号
ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す

る
。

１
０
の
１
９

法
附
則
第
１
５
条
第
２
５
項
第
３
号
ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す

る
。

１
０
の
２
０

法
附
則
第
１
５
条
第
２
８
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定

め
る
割
合
は
、
３
分
の
２
と
す
る
。

１
０
の
２
１

法
附
則
第
１
５
条
第
３
２
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
３
分
の
２
と
す

る
。

１
０
の
１
２

法
附
則
第
１
５
条
第
２
６
項
第
１
号
ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
３
分
の
２
と
す

る
。

１
０
の
１
３

法
附
則
第
１
５
条
第
２
６
項
第
１
号
ニ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
３
分
の
２
と
す

る
。

１
０
の
１
４

法
附
則
第
１
５
条
第
２
６
項
第
２
号
イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
４
分
の
３
と
す

る
。

１
０
の
１
５

法
附
則
第
１
５
条
第
２
６
項
第
２
号
ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
４
分
の
３
と
す

る
。

１
０
の
１
６

法
附
則
第
１
５
条
第
２
６
項
第
２
号
ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
４
分
の
３
と
す

る
。

１
０
の
１
７

法
附
則
第
１
５
条
第
２
６
項
第
３
号
イ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す

る
。

１
０
の
１
８

法
附
則
第
１
５
条
第
２
６
項
第
３
号
ロ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す

る
。

１
０
の
１
９

法
附
則
第
１
５
条
第
２
６
項
第
３
号
ハ
に
規
定
す
る
設
備
に
つ

い
て
同
号
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す

る
。

１
０
の
２
０

法
附
則
第
１
５
条
第
２
９
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定

め
る
割
合
は
、
３
分
の
２
と
す
る
。

１
０
の
２
１

法
附
則
第
１
５
条
第
３
３
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
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改
正
後

改
正
前

め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す
る
。

１
０
の
２
２

法
附
則
第
１
５
条
第
３
３
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定

め
る
割
合
は
、
３
分
の
２
と
す
る
。

１
０
の
２
３

法
附
則
第
１
５
条
第
３
８
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定

め
る
割
合
は
、
３
分
の
２
と
す
る
。

１
０
の
２
４

略

１
０
の
２
５

法
附
則
第
１
５
条
の
９
の
３
第
１
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条

例
で
定
め
る
割
合
は
３
分
の
１
と
す
る
。

１
０
の
２
６
・
１
０
の
２
７

略

（
新
築
住
宅
等
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
額
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
が
す
べ
き
申
告
）

１
０
の
２
８
～
１
０
の
３
８

略

１
０
の
３
９

法
附
則
第
１
５
条
の
９
の
３
第
１
項
に
規
定
す
る
特
定
マ
ン
シ

ョ
ン
に
係
る
区
分
所
有
に
係
る
家
屋
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受

け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
特
定
マ
ン
シ
ョ
ン
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
工

事
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告

書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
１
６
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
市

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
1
)
納
税
義
務
者
の
住
所
、
氏
名
又
は
名
称
及
び
個
人
番
号
又
は
法
人
番
号

（
個
人
番
号
又
は
法
人
番
号
を
有
し
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
住
所
及
び
氏

名
又
は
名
称
）

(2
)
家
屋
の
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
及
び
床
面
積

(3
)
家
屋
の
建
築
年
月
日
及
び
登
記
年
月
日

(4
)
当
該
工
事
が
完
了
し
た
年
月
日

(5
)
当
該
工
事
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
を
経
過
し
た
後
に
申
告
書
を
提
出

す
る
場
合
に
は
、
３
月
以
内
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
理
由

１
０
の
４
０

法
附
則
第
１
５
条
の
１
０
第
１
項
の
耐
震
基
準
適
合
家
屋
に
つ

い
て
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
耐
震
基
準
適

合
家
屋
に
係
る
耐
震
改
修
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る

め
る
割
合
は
、
２
分
の
１
と
す
る
。

１
０
の
２
２

法
附
則
第
１
５
条
第
３
４
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定

め
る
割
合
は
、
３
分
の
２
と
す
る
。

１
０
の
２
３

法
附
則
第
１
５
条
第
３
９
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定

め
る
割
合
は
、
３
分
の
２
と
す
る
。

１
０
の
２
４

略

１
０
の
２
５

法
附
則
第
６
４
条
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合

は
零
と
す
る
。

１
０
の
２
６
・
１
０
の
２
７

略

（
新
築
住
宅
等
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
額
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
が
す
べ
き
申
告
）

１
０
の
２
８
～
１
０
の
３
８

略

１
０
の
３
９

法
附
則
第
１
５
条
の
１
０
第
１
項
の
耐
震
基
準
適
合
家
屋
に
つ

い
て
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
耐
震
基
準
適

合
家
屋
に
係
る
耐
震
改
修
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
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改
正
後

改
正
前

事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
１
７
項
に
規
定
す
る

補
助
に
係
る
補
助
金
確
定
通
知
書
の
写
し
、
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
７
年
法
律
第
１
２
３
号
）
第
７
条
又
は
附
則
第
３
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
写
し
及
び
当
該
耐
震
改
修
後
の
家
屋
が
令
附
則

第
１
２
条
第
１
９
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添

付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(1
)～
(
4)
略

(5
)
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
１
７
項
に
規
定
す
る
補
助
の
算
定
の
基
礎
と

な
っ
た
当
該
耐
震
基
準
適
合
家
屋
に
係
る
耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用

(6
)
略

１
０
の
４
１

略

１
１
～
１
３
の
１
４

略

（
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
事
業
所
得
に
係
る
市
民
税
の
課
税
の
特
例
）

１
４

昭
和
５
７
年
度
か
ら
令
和
９
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税

に
限
り
、
法
附
則
第
６
条
第
４
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
２
８
条

の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
（
そ
の
提
出
期
限
後
に
お
い
て
、
市
民

税
の
納
税
通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
及
び
そ
の
時

ま
で
に
提
出
さ
れ
た
第
２
８
条
の
３
第
１
項
の
確
定
申
告
書
を
含
む
。
次
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
肉
用
牛
の
売
却
に
係
る
租
税
特
別
措
置
法
第
２
５
条

第
１
項
に
規
定
す
る
事
業
所
得
の
明
細
に
関
す
る
事
項
の
記
載
が
あ
る
と
き

（
こ
れ
ら
の
申
告
書
に
そ
の
記
載
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理

由
が
あ
る
と
市
長
が
認
め
る
と
き
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、

当
該
事
業
所
得
に
係
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
を
免
除
す
る
。

１
４
の
２
・
１
４
の
３

略

１
５

削
除

事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
１
３
項
に
規
定
す
る

補
助
に
係
る
補
助
金
確
定
通
知
書
の
写
し
、
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に

関
す
る
法
律
（
平
成
７
年
法
律
第
１
２
３
号
）
第
７
条
又
は
附
則
第
３
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
写
し
及
び
当
該
耐
震
改
修
後
の
家
屋
が
令
附
則

第
１
２
条
第
１
９
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添

付
し
て
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(1
)～
(
4)
略

(5
)
施
行
規
則
附
則
第
７
条
第
１
３
項
に
規
定
す
る
補
助
の
算
定
の
基
礎
と

な
っ
た
当
該
耐
震
基
準
適
合
家
屋
に
係
る
耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用

(6
)
略

１
０
の
４
０

略

１
１
～
１
３
の
１
４

略

（
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
事
業
所
得
に
係
る
市
民
税
の
課
税
の
特
例
）

１
４

昭
和
５
７
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人
の
市
民
税

に
限
り
、
法
附
則
第
６
条
第
４
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
第
２
８
条

の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
（
そ
の
提
出
期
限
後
に
お
い
て
、
市
民

税
の
納
税
通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
及
び
そ
の
時

ま
で
に
提
出
さ
れ
た
第
２
８
条
の
３
第
１
項
の
確
定
申
告
書
を
含
む
。
次
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
肉
用
牛
の
売
却
に
係
る
租
税
特
別
措
置
法
第
２
５
条

第
１
項
に
規
定
す
る
事
業
所
得
の
明
細
に
関
す
る
事
項
の
記
載
が
あ
る
と
き

（
こ
れ
ら
の
申
告
書
に
そ
の
記
載
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理

由
が
あ
る
と
市
長
が
認
め
る
と
き
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、

当
該
事
業
所
得
に
係
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
を
免
除
す
る
。

１
４
の
２
・
１
４
の
３

略

（
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
非
課
税
）

１
５

法
第
４
５
１
条
第
１
項
第
１
号
（
同
条
第
４
項
又
は
第
５
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
掲
げ
る
３
輪
以
上
の
軽
自
動
車
（
自
家
用
の

も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
て
は
、
当
該
３
輪

以
上
の
軽
自
動
車
の
取
得
が
令
和
元
年
１
０
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
１
２
月
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改
正
後

改
正
前

１
５
の
２
～
１
５
の
８

略

（
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
税
率
の
特
例
）

１
５
の
９
・
１
５
の
１
０

略

（
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
の
税
率
の
特
例
）

１
６

法
附
則
第
３
０
条
第
１
項
に
規
定
す
る
３
輪
以
上
の
軽
自
動
車
に
対
す

る
当
該
軽
自
動
車
が
最
初
の
法
第
４
４
４
条
第
３
項
に
規
定
す
る
車
両
番
号

の
指
定
（
次
項
か
ら
附
則
第
１
６
項
の
４
ま
で
に
お
い
て
「
初
回
車
両
番
号

指
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
月
か
ら
起
算
し
て
１
４
年
を
経
過
し
た
月
の

属
す
る
年
度
以
後
の
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
係
る
第
６
５
条
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
同
条
の

規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る

字
句
と
す
る
。

１
６
の
２

法
附
則
第
３
０
条
第
２
項
第
１
号
及
び
第
２
号
に
掲
げ
る
３
輪
以

上
の
軽
自
動
車
に
対
す
る
第
６
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
軽

自
動
車
が
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
初

回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け

た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
次
の

表
の
左
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ

ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

３
１
日
ま
で
の
間
（
附
則
第
１
５
項
の
１
１
に
お
い
て
「
特
定
期
間
」
と
い

う
。
）
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第
６
３
条
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
を
課
さ
な
い
。

１
５
の
２
～
１
５
の
８

略

（
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
税
率
の
特
例
）

１
５
の
９
・
１
５
の
１
０

略

１
５
の
１
１

自
家
用
の
３
輪
以
上
の
軽
自
動
車
で
あ
っ
て
乗
用
の
も
の
に
対

す
る
第
６
３
条
の
５
（
第
２
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
前
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
軽
自
動
車
の
取
得
が
特
定
期
間
に
行
わ
れ
た
と

き
に
限
り
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
１
０
０
分
の
２
」
と
あ
る
の
は
、
「
１
０

０
分
の
１
」
と
す
る
。

（
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
の
税
率
の
特
例
）

１
６

法
附
則
第
３
０
条
第
１
項
に
規
定
す
る
３
輪
以
上
の
軽
自
動
車
に
対
す

る
当
該
軽
自
動
車
が
最
初
の
法
第
４
４
４
条
第
３
項
に
規
定
す
る
車
両
番
号

の
指
定
（
次
項
か
ら
附
則
第
１
６
項
の
８
ま
で
に
お
い
て
「
初
回
車
両
番
号

指
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
月
か
ら
起
算
し
て
１
４
年
を
経
過
し
た
月
の

属
す
る
年
度
以
後
の
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
係
る
第
６
５
条
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
同
条
の

規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る

字
句
と
す
る
。

１
６
の
２

法
附
則
第
３
０
条
第
２
項
第
１
号
及
び
第
２
号
に
掲
げ
る
３
輪
以

上
の
軽
自
動
車
に
対
す
る
第
６
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
軽

自
動
車
が
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
初

回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
３
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種

別
割
に
限
り
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲

げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

略 略

略 略
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改
正
後

改
正
前

１
６
の
３

法
附
則
第
３
０
条
第
３
項
第
１
号
及
び
第
２
号
に
掲
げ
る
法
第
４

４
６
条
第
１
項
第
３
号
に
規
定
す
る
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
（
以
下
こ
の
項
、

次
項
、
附
則
第
１
６
項
の
７
及
び
第
１
６
項
の
８
に
お
い
て
「
ガ
ソ
リ
ン
軽

自
動
車
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
３
輪
以
上
の
も
の
に
対
す
る
第
６
５
条
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
が
令
和
２
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
３
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場

合
に
は
令
和
３
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
次
の
表
の
左
欄

に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

の
右
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

１
６
の
４

法
附
則
第
３
０
条
第
４
項
第
１
号
及
び
第
２
号
に
掲
げ
る
ガ
ソ
リ

ン
軽
自
動
車
の
う
ち
３
輪
以
上
の
も
の
（
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も

の
を
除
く
。
）
に
対
す
る
第
６
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
ガ

ソ
リ
ン
軽
自
動
車
が
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
３
１
日
ま
で

の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
３
年
度
分
の
軽
自
動

車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の

中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

１
６
の
５

法
附
則
第
３
０
条
第
２
項
第
１
号
及
び
第
２
号
に
掲
げ
る
３
輪
以

上
の
軽
自
動
車
の
う
ち
、
自
家
用
の
乗
用
の
も
の
に
対
す
る
第
６
５
条
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
軽
自
動
車
が
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

４
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に
は
令

和
４
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
当
該
軽
自
動
車
が
令
和
４

年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定

を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
５
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
附

則
第
１
６
項
の
２
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲

げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

１
６
の
６

法
附
則
第
３
０
条
第
２
項
第
１
号
及
び
第
２
号
に
掲
げ
る
３
輪
以

上
の
軽
自
動
車
（
自
家
用
の
乗
用
の
も
の
を
除
く
。
）
に
対
す
る
第
６
５
条

略 略
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改
正
後

改
正
前

１
６
の
３

法
附
則
第
３
０
条
第
３
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
３
輪
以
上
の

法
第
４
４
６
条
第
１
項
第
３
号
に
規
定
す
る
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
（
以
下
こ

の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
」
と
い
う
。
）
（
営
業
用

の
乗
用
の
も
の
に
限
る
。
）
に
対
す
る
第
６
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
当
該
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
が
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３
月

３
１
日
ま
で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
初
回

車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の

種
別
割
に
限
り
、
同
条
第
２
号
ア
(
ｲ
)
中
「
３
，
９
０
０
円
」
と
あ
る
の
は

「
２
，
０
０
０
円
」
と
、
同
号
ア
(
ｳ
)
a
中
「
６
，
９
０
０
円
」
と
あ
る
の
は

「
３
，
５
０
０
円
」
と
す
る
。

１
６
の
４

法
附
則
第
３
０
条
第
４
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
３
輪
以
上
の

ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
（
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
き
、
営
業

用
の
乗
用
の
も
の
に
限
る
。
）
に
対
す
る
第
６
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
当
該
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
が
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３

月
３
１
日
ま
で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
初

回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
分
の
軽
自
動
車
税

の
種
別
割
に
限
り
、
同
条
第
２
号
ア
(
ｲ
)
中
「
３
，
９
０
０
円
」
と
あ
る
の

は
「
３
，
０
０
０
円
」
と
、
同
号
ア
(
ｳ
)a
中
「
６
，
９
０
０
円
」
と
あ
る
の

は
「
５
，
２
０
０
円
」
と
す
る
。

（
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
の
賦
課
徴
収
の
特
例
）

１
６
の
５

略

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
軽
自
動
車
が
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
４
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に

は
令
和
４
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
当
該
軽
自
動
車
が
令

和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
初
回
車
両
番
号

指
定
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
５
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限

り
、
附
則
第
１
６
項
の
２
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中

欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

１
６
の
７

法
附
則
第
３
０
条
第
７
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
３
輪
以
上
の

ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
（
営
業
用
の
乗
用
の
も
の
に
限
る
。
）
に
対
す
る
第
６

５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
が
令
和
３
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を

受
け
た
場
合
に
は
令
和
４
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
当
該

ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
が
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
３
１
日
ま

で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
５
年
度
分
の
軽
自

動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
附
則
第
１
６
項
の
３
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
同

条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲

げ
る
字
句
と
す
る
。

１
６
の
８

法
附
則
第
３
０
条
第
８
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
３
輪
以
上
の

ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
（
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
き
、
営
業

用
の
乗
用
の
も
の
に
限
る
。
）
に
対
す
る
第
６
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
当
該
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
が
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
３

月
３
１
日
ま
で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
４
年

度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
当
該
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
が
令
和

４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
３
１
日
ま
で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指

定
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
５
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、

附
則
第
１
６
項
の
４
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に

掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

（
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
の
賦
課
徴
収
の
特
例
）

１
６
の
９

略

（ 49 ）



改
正
後

改
正
前

１
６
の
６

略

１
６
の
７

略

１
７
～
２
１

略

（
優
良
住
宅
地
の
造
成
等
の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
長
期
譲
渡
所

得
に
係
る
市
民
税
の
課
税
の
特
例
)

２
１
の
２

昭
和
６
３
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人
の
市

民
税
に
限
り
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
附
則
第
１
９
項
に
規
定

す
る
譲
渡
所
得
の
基
因
と
な
る
土
地
等
（
租
税
特
別
措
置
法
第
３
１
条
第
１

項
に
規
定
す
る
土
地
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
か
ら
附
則
第
２
１
項
の
３
の

２
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
譲
渡
（
同
条
第
１
項
に
規
定
す
る
譲
渡
を
い

う
。
以
下
こ
の
項
か
ら
附
則
第
２
１
項
の
３
の
２
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
譲
渡
が
優
良
住
宅
地
等
の
た
め
の
譲
渡
（
法

附
則
第
３
４
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
優
良
住
宅
地
等
の
た
め
の
譲
渡
を

い
う
。
）
に
該
当
す
る
と
き
に
お
け
る
附
則
第
１
９
項
に
規
定
す
る
譲
渡
所

得
（
附
則
第
２
１
項
の
５
及
び
第
２
１
項
の
６
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
譲

渡
所
得
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
課
税
長
期
譲
渡
所
得
金

額
に
対
し
て
課
す
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
は
、
附
則
第
１
９
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

め
る
金
額
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

(1
)・
(
2)
略

２
１
の
３

前
項
の
規
定
は
、
昭
和
６
３
年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年

度
分
の
個
人
の
市
民
税
に
限
り
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
附
則

第
１
９
項
に
規
定
す
る
譲
渡
所
得
の
基
因
と
な
る
土
地
等
の
譲
渡
を
し
た
場

合
に
お
い
て
、
当
該
譲
渡
が
確
定
優
良
住
宅
地
等
予
定
地
の
た
め
の
譲
渡

（
法
附
則
第
３
４
条
の
２
第
５
項
に
規
定
す
る
確
定
優
良
住
宅
地
等
予
定
地

の
た
め
の
譲
渡
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
該
当
す
る
と

き
に
お
け
る
附
則
第
１
９
項
に
規
定
す
る
譲
渡
所
得
に
係
る
課
税
長
期
譲
渡

所
得
金
額
に
対
し
て
課
す
る
市
民
税
の
所
得
割
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
当
該
譲
渡
が
法
附
則
第
３
４
条
の
２
第
１
０
項
の
規
定
に

１
６
の
１
０

略

１
６
の
１
１

略

１
７
～
２
１

略

（
優
良
住
宅
地
の
造
成
等
の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
長
期
譲
渡
所

得
に
係
る
市
民
税
の
課
税
の
特
例
）

２
１
の
２

昭
和
６
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の
個
人
の
市

民
税
に
限
り
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
附
則
第
１
９
項
に
規
定

す
る
譲
渡
所
得
の
基
因
と
な
る
土
地
等
（
租
税
特
別
措
置
法
第
３
１
条
第
１

項
に
規
定
す
る
土
地
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
か
ら
附
則
第
２
１
項
の
３
の

２
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
譲
渡
（
同
条
第
１
項
に
規
定
す
る
譲
渡
を
い

う
。
以
下
こ
の
項
か
ら
附
則
第
２
１
項
の
３
の
２
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
譲
渡
が
優
良
住
宅
地
等
の
た
め
の
譲
渡
（
法

附
則
第
３
４
条
の
２
第
１
項
に
規
定
す
る
優
良
住
宅
地
等
の
た
め
の
譲
渡
を

い
う
。
）
に
該
当
す
る
と
き
に
お
け
る
附
則
第
１
９
項
に
規
定
す
る
譲
渡
所

得
（
附
則
第
２
１
項
の
５
及
び
第
２
１
項
の
６
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
譲

渡
所
得
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
課
税
長
期
譲
渡
所
得
金

額
に
対
し
て
課
す
る
市
民
税
の
所
得
割
の
額
は
、
附
則
第
１
９
項
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

め
る
金
額
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

(1
)・
(
2)
略

２
１
の
３

前
項
の
規
定
は
、
昭
和
６
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の
各
年

度
分
の
個
人
の
市
民
税
に
限
り
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
附
則

第
１
９
項
に
規
定
す
る
譲
渡
所
得
の
基
因
と
な
る
土
地
等
の
譲
渡
を
し
た
場

合
に
お
い
て
、
当
該
譲
渡
が
確
定
優
良
住
宅
地
等
予
定
地
の
た
め
の
譲
渡

（
法
附
則
第
３
４
条
の
２
第
５
項
に
規
定
す
る
確
定
優
良
住
宅
地
等
予
定
地

の
た
め
の
譲
渡
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
該
当
す
る
と

き
に
お
け
る
附
則
第
１
９
項
に
規
定
す
る
譲
渡
所
得
に
係
る
課
税
長
期
譲
渡

所
得
金
額
に
対
し
て
課
す
る
市
民
税
の
所
得
割
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
当
該
譲
渡
が
法
附
則
第
３
４
条
の
２
第
１
０
項
の
規
定
に
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改
正
後

改
正
前

該
当
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
当
該
譲
渡
は
確
定
優
良
住
宅
地
等
予
定
地

の
た
め
の
譲
渡
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

２
１
の
３
の
２
～
４
２

略

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
寄
附
金
税
額
控
除
の
特
例
）

４
３

所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響

に
対
応
す
る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
令
和
２

年
法
律
第
２
５
号
）
第
５
条
第
４
項
に
規
定
す
る
指
定
行
事
の
う
ち
、
市
長

が
指
定
す
る
も
の
の
中
止
若
し
く
は
延
期
又
は
そ
の
規
模
の
縮
小
に
よ
り
生

じ
た
当
該
指
定
行
事
の
入
場
料
金
、
参
加
料
金
そ
の
他
の
対
価
の
払
戻
し
を

請
求
す
る
権
利
の
全
部
又
は
一
部
の
放
棄
を
同
条
第
１
項
に
規
定
す
る
指
定

期
間
内
に
し
た
場
合
に
は
、
当
該
納
税
義
務
者
が
そ
の
放
棄
を
し
た
日
の
属

す
る
年
中
に
法
附
則
第
６
０
条
第
４
項
に
規
定
す
る
市
町
村
放
棄
払
戻
請
求

権
相
当
額
の
法
第
３
１
４
条
の
７
第
１
項
第
３
号
に
掲
げ
る
寄
附
金
を
支
出

し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
第
２
６
条
の
６
の
規
定
を
適
用
す
る
。

該
当
す
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
当
該
譲
渡
は
確
定
優
良
住
宅
地
等
予
定
地

の
た
め
の
譲
渡
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

２
１
の
３
の
２
～
４
２

略

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
寄
附
金
税
額
控
除
の
特
例
）

４
３

所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響

に
対
応
す
る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
令
和
２

年
法
律
第
２
５
号
。
次
項
に
お
い
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
例

法
」
と
い
う
。
）
第
５
条
第
４
項
に
規
定
す
る
指
定
行
事
の
う
ち
、
市
長
が

指
定
す
る
も
の
の
中
止
若
し
く
は
延
期
又
は
そ
の
規
模
の
縮
小
に
よ
り
生
じ

た
当
該
指
定
行
事
の
入
場
料
金
、
参
加
料
金
そ
の
他
の
対
価
の
払
戻
し
を
請

求
す
る
権
利
の
全
部
又
は
一
部
の
放
棄
を
同
条
第
１
項
に
規
定
す
る
指
定
期

間
内
に
し
た
場
合
に
は
、
当
該
納
税
義
務
者
が
そ
の
放
棄
を
し
た
日
の
属
す

る
年
中
に
法
附
則
第
６
０
条
第
４
項
に
規
定
す
る
市
町
村
放
棄
払
戻
請
求
権

相
当
額
の
法
第
３
１
４
条
の
７
第
１
項
第
３
号
に
掲
げ
る
寄
附
金
を
支
出
し

た
も
の
と
み
な
し
て
、
第
２
６
条
の
６
の
規
定
を
適
用
す
る
。
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大
村
市
都
市
計
画
税
条
例
（
新
旧
対
照
表
）
（
第
２
条
関
係
）

改
正
後

改
正
前

附
則

１
略

（
法
附
則
第
１
５
条
第
３
２
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合
）

２
法
附
則
第
１
５
条
第
３
２
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合

は
、
２
分
の
１
と
す
る
。

（
法
附
則
第
１
５
条
第
３
３
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合
）

３
法
附
則
第
１
５
条
第
３
３
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合

は
、
３
分
の
２
と
す
る
。

（
法
附
則
第
１
５
条
第
３
８
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合
）

４
法
附
則
第
１
５
条
第
３
８
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合

は
、
３
分
の
２
と
す
る
。

５
～
１
３
略

（
読
替
規
定
）

１
４

法
附
則
第
１
５
条
第
１
項
、
第
９
項
、
第
１
３
項
か
ら
第
１
７
項
ま

で
、
第
１
９
項
、
第
２
０
項
、
第
２
４
項
、
第
２
７
項
、
第
３
１
項
か
ら
第

３
５
項
ま
で
、
第
３
８
項
、
第
３
９
項
、
第
４
３
項
若
し
く
は
第
４
６
項
、

第
１
５
条
の
２
第
２
項
、
第
１
５
条
の
３
又
は
第
６
３
条
の
規
定
の
適
用
が

あ
る
各
年
度
分
の
都
市
計
画
税
に
限
り
、
第
２
条
第
２
項
中
「
又
は
第
３
３

項
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
第
３
３
項
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５

条
の
３
ま
で
若
し
く
は
第
６
３
条
」
と
す
る
。

附
則

１
略

（
法
附
則
第
１
５
条
第
３
３
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合
）

２
法
附
則
第
１
５
条
第
３
３
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合

は
、
２
分
の
１
と
す
る
。

（
法
附
則
第
１
５
条
第
３
４
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合
）

３
法
附
則
第
１
５
条
第
３
４
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合

は
、
３
分
の
２
と
す
る
。

（
法
附
則
第
１
５
条
第
３
９
項
の
条
例
で
定
め
る
割
合
）

４
法
附
則
第
１
５
条
第
３
９
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合

は
、
３
分
の
２
と
す
る
。

５
～
１
３
略

（
読
替
規
定
）

１
４
法
附
則
第
１
５
条
第
１
項
、
第
１
０
項
、
第
１
４
項
か
ら
第
１
８
項
ま

で
、
第
２
０
項
、
第
２
１
項
、
第
２
５
項
、
第
２
８
項
、
第
３
２
項
か
ら
第

３
６
項
ま
で
、
第
３
９
項
、
第
４
０
項
若
し
く
は
第
４
４
項
、
第
１
５
条
の

２
第
２
項
、
第
１
５
条
の
３
又
は
第
６
３
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
各
年
度

分
の
都
市
計
画
税
に
限
り
、
第
２
条
第
２
項
中
「
又
は
第
３
３
項
」
と
あ
る

の
は
「
若
し
く
は
第
３
３
項
又
は
附
則
第
１
５
条
か
ら
第
１
５
条
の
３
ま
で

若
し
く
は
第
６
３
条
」
と
す
る
。
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大村市国民健康保険条例の改正概要（第４２号議案関係）

１ 国民健康保険税の課税限度額の引上げ

２ 低所得世帯に係る国民健康保険税の軽減基準額の引上げ

【改正前】

【改正後】

※ 特定同一世帯所属者…後期高齢者医療制度の適用により国民健康保険の資

格を喪失した者で国民健康保険の資格を喪失した日の前日以後も継続して同

一の世帯に属するもの

３ 施行期日

令和５年４月１日

【改正前】 【改正後】

基礎課税額 ６５万円 ６５万円

後期高齢者支援金等課税額 ２０万円 ２２万円

介護納付金課税額 １７万円 １７万円

課税限度額 １０２万円 １０４万円

５割軽減基準額

基礎控除額（４３万円）＋２８.５万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属
者数）＋１０万円×（給与所得者数等の数－１）

２割軽減基準額

基礎控除額（４３万円）＋５２万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者

数）＋１０万円×（給与所得者数等の数－１）

５割軽減基準額

基礎控除額（４３万円）＋２９万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者

数）＋１０万円×（給与所得者数等の数－１）

２割軽減基準額

基礎控除額（４３万円）＋５３．５万円×（被保険者数＋特定同一世帯所

属者数）＋１０万円×（給与所得者数等の数－１）
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大
村
市
国
民
健
康
保
険
条
例
（
新
旧
対
照
表
）

改
正
後

改
正
前

（
課
税
額
）

第
１
１
条

略

２
略

３
第
１
項
第
２
号
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
は
、
世
帯
主
（
前
条
第

２
項
の
世
帯
主
を
除
く
。
）
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
に
つ
き
算

定
し
た
所
得
割
額
並
び
に
被
保
険
者
均
等
割
額
及
び
世
帯
別
平
等
割
額
の
合

算
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
合
算
額
が
２
２
０
，
０
０
０
円
を
超
え
る
場

合
に
お
い
て
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
は
、
２
２
０
，
０
０
０
円

と
す
る
。

４
略

（
保
険
税
の
減
額
）

第
２
５
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
保
険
税
の
納
税
義
務
者
に
対
し
て
課
す
る
保

険
税
の
額
は
、
第
１
１
条
第
２
項
本
文
の
基
礎
課
税
額
か
ら
ア
及
び
イ
に
掲

げ
る
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
６
５
０
，
０
０
０

円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
６
５
０
，
０
０
０
円
）
、
同
条
第
３
項
本
文
の
後

期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
か
ら
ウ
及
び
エ
に
掲
げ
る
額
を
減
額
し
て
得
た

額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
２
２
０
，
０
０
０
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、

２
２
０
，
０
０
０
円
）
並
び
に
同
条
第
４
項
本
文
の
介
護
納
付
金
課
税
額
か

ら
オ
及
び
カ
に
掲
げ
る
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が

１
７
０
，
０
０
０
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
１
７
０
，
０
０
０
円
）
の
合
算

額
と
す
る
。

(
1)
略

(
2)
法
第
７
０
３
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得

金
額
の
合
算
額
が
、
４
３
０
，
０
０
０
円
（
納
税
義
務
者
並
び
に
そ
の
世

帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の

う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
２
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
４
３
０
，
０

（
課
税
額
）

第
１
１
条

略

２
略

３
第
１
項
第
２
号
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
は
、
世
帯
主
（
前
条
第

２
項
の
世
帯
主
を
除
く
。
）
及
び
そ
の
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
に
つ
き
算

定
し
た
所
得
割
額
並
び
に
被
保
険
者
均
等
割
額
及
び
世
帯
別
平
等
割
額
の
合

算
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
合
算
額
が
２
０
０
，
０
０
０
円
を
超
え
る
場

合
に
お
い
て
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
は
、
２
０
０
，
０
０
０
円

と
す
る
。

４
略

（
保
険
税
の
減
額
）

第
２
５
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
保
険
税
の
納
税
義
務
者
に
対
し
て
課
す
る
保

険
税
の
額
は
、
第
１
１
条
第
２
項
本
文
の
基
礎
課
税
額
か
ら
ア
及
び
イ
に
掲

げ
る
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
６
５
０
，
０
０
０

円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
６
５
０
，
０
０
０
円
）
、
同
条
第
３
項
本
文
の
後

期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
か
ら
ウ
及
び
エ
に
掲
げ
る
額
を
減
額
し
て
得
た

額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が
２
０
０
，
０
０
０
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、

２
０
０
，
０
０
０
円
）
並
び
に
同
条
第
４
項
本
文
の
介
護
納
付
金
課
税
額
か

ら
オ
及
び
カ
に
掲
げ
る
額
を
減
額
し
て
得
た
額
（
当
該
減
額
し
て
得
た
額
が

１
７
０
，
０
０
０
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
１
７
０
，
０
０
０
円
）
の
合
算

額
と
す
る
。

(
1)
略

(
2)
法
第
７
０
３
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得

金
額
の
合
算
額
が
、
４
３
０
，
０
０
０
円
（
納
税
義
務
者
並
び
に
そ
の
世

帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の

う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
２
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
４
３
０
，
０
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改
正
後

改
正
前

０
０
円
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
１
を
減
じ
た
数
に
１
０
０
，
０

０
０
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）
に
被
保
険
者
及
び
特
定

同
一
世
帯
所
属
者
１
人
に
つ
き
２
９
０
，
０
０
０
円
を
加
算
し
た
金
額
を

超
え
な
い
世
帯
に
係
る
納
税
義
務
者
（
前
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

ア
～
カ

略

(
3)
法
第
７
０
３
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得

金
額
の
合
算
額
が
、
４
３
０
，
０
０
０
円
（
納
税
義
務
者
並
び
に
そ
の
世

帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の

う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
２
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
４
３
０
，
０

０
０
円
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
１
を
減
じ
た
数
に
１
０
０
，
０

０
０
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）
に
被
保
険
者
及
び
特
定

同
一
世
帯
所
属
者
１
人
に
つ
き
５
３
５
，
０
０
０
円
を
加
算
し
た
金
額
を

超
え
な
い
世
帯
に
係
る
納
税
義
務
者
（
前
２
号
に
該
当
す
る
者
を
除

く
。
）

ア
～
カ

略

２
略

（
特
例
対
象
被
保
険
者
等
に
係
る
申
告
）

第
２
６
条
の
２

略

２
前
項
の
申
告
書
の
提
出
に
当
た
り
、
当
該
納
税
義
務
者
は
、
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
５
０
年
労
働
省
令
第
３
号
）

第
１
７
条
の
２
第
１
項
第
１
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
又
は
雇
用
保

険
受
給
資
格
通
知
（
同
令
第
１
９
条
第
３
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）

の
提
示
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

附
則

１
～
５

略

（
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）

０
０
円
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
１
を
減
じ
た
数
に
１
０
０
，
０

０
０
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）
に
被
保
険
者
及
び
特
定

同
一
世
帯
所
属
者
１
人
に
つ
き
２
８
５
，
０
０
０
円
を
加
算
し
た
金
額
を

超
え
な
い
世
帯
に
係
る
納
税
義
務
者
（
前
号
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

ア
～
カ

略

(
3)
法
第
７
０
３
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得

金
額
の
合
算
額
が
、
４
３
０
，
０
０
０
円
（
納
税
義
務
者
並
び
に
そ
の
世

帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
及
び
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の

う
ち
給
与
所
得
者
等
の
数
が
２
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
４
３
０
，
０

０
０
円
に
当
該
給
与
所
得
者
等
の
数
か
ら
１
を
減
じ
た
数
に
１
０
０
，
０

０
０
円
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）
に
被
保
険
者
及
び
特
定

同
一
世
帯
所
属
者
１
人
に
つ
き
５
２
０
，
０
０
０
円
を
加
算
し
た
金
額
を

超
え
な
い
世
帯
に
係
る
納
税
義
務
者
（
前
２
号
に
該
当
す
る
者
を
除

く
。
）

ア
～
カ

略

２
略

（
特
例
対
象
被
保
険
者
等
に
係
る
申
告
）

第
２
６
条
の
２

略

２
前
項
の
申
告
書
の
提
出
に
当
た
り
、
当
該
納
税
義
務
者
は
、
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
５
０
年
労
働
省
令
第
３
号
）

第
１
７
条
の
２
第
１
項
第
１
号
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
特

例
対
象
被
保
険
者
等
で
あ
る
こ
と
の
事
実
を
証
明
す
る
書
類
の
提
示
を
求
め

ら
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
則

１
～
５

略

（
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）
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改
正
後

改
正
前

６
当
分
の
間
、
世
帯
主
又
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
若
し
く
は
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
、
前
年
中
に
所
得
税
法
第
３
５
条
第

３
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
つ
い
て
同
条
第
４
項
に
規
定

す
る
公
的
年
金
等
控
除
額
（
年
齢
６
５
歳
以
上
で
あ
る
者
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
の
控
除
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
第
２
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
同
条
第
１
項
第
１
号
中
「
法
第
７
０
３
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る

総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
７
０
３
条
の
５
第

１
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
（
所
得
税
法
（
昭
和
４
０
年
法
律
第
３
３

号
）
第
３
５
条
第
３
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
つ
い
て

は
、
同
条
第
２
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金
額
か
ら
１
５
０
，

０
０
０
円
を
控
除
し
た
金
額
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
次
号
及
び
第
３
号
に
お

い
て
同
じ
。
）
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
、
「
１
，
１
０
０
，
０
０
０
円
」

と
あ
る
の
は
「
１
，
２
５
０
，
０
０
０
円
」
と
す
る
。

（
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）

７
世
帯
主
又
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
若
し
く
は

特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
法
附
則
第
３
３
条
の
２
第
５
項
の
配
当
所
得
等
を

有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第
１
３
条
の
２
、
第
１
３
条
の
４
及
び

第
２
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
１
２
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林

所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
法
附
則
第
３
３
条

の
２
第
５
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の
金
額
」
と
、

「
同
条
第
２
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
３
１
４
条
の
２
第
２
項
」
と
、
同
条

第
２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
山
林
所
得
金

額
又
は
法
附
則
第
３
３
条
の
２
第
５
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
配

当
所
得
等
の
金
額
」
と
、
第
２
５
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と

あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
法
附
則
第
３
３
条
の
２
第
５
項
に

規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の
金
額
」
と
す
る
。

（
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）

８
世
帯
主
又
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
若
し
く
は

特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
法
附
則
第
３
４
条
第
４
項
の
譲
渡
所
得
を
有
す
る

６
当
分
の
間
、
世
帯
主
又
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
若
し
く
は
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
、
前
年
中
に
所
得
税
法
第
３
５
条
第

３
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
つ
い
て
同
条
第
４
項
に
規
定

す
る
公
的
年
金
等
控
除
額
（
年
齢
６
５
歳
以
上
で
あ
る
者
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
の
控
除
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
第
２
５
条
第
１
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
条
第
１
号
中
「
法
第
７
０
３
条
の
５
第
１
項
に
規
定
す
る

総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
７
０
３
条
の
５
第

１
項
に
規
定
す
る
総
所
得
金
額
（
所
得
税
法
（
昭
和
４
０
年
法
律
第
３
３

号
）
第
３
５
条
第
３
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
に
つ
い
て

は
、
同
条
第
２
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金
額
か
ら
１
５
０
，

０
０
０
円
を
控
除
し
た
金
額
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
次
号
及
び
第
３
号
に
お

い
て
同
じ
。
）
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
、
「
１
，
１
０
０
，
０
０
０
円
」

と
あ
る
の
は
「
１
，
２
５
０
，
０
０
０
円
」
と
す
る
。

（
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）

７
世
帯
主
又
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
若
し
く
は

特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
法
附
則
第
３
３
条
の
２
第
５
項
の
配
当
所
得
等
を

有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第
１
３
条
の
２
、
第
１
３
条
の
４
及
び

第
２
５
条
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
１
２
条
第
１
項
中
「
及

び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
法
附
則
第

３
３
条
の
２
第
５
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の
金

額
」
と
、
「
同
条
第
２
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
３
１
４
条
の
２
第
２
項
」

と
、
同
条
第
２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
山

林
所
得
金
額
又
は
法
附
則
第
３
３
条
の
２
第
５
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等

に
係
る
配
当
所
得
等
の
金
額
」
と
、
第
２
５
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得

金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
法
附
則
第
３
３
条
の
２

第
５
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の
金
額
」
と
す
る
。

（
長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）

８
世
帯
主
又
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
若
し
く
は

特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
法
附
則
第
３
４
条
第
４
項
の
譲
渡
所
得
を
有
す
る
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改
正
後

改
正
前

場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第
１
３
条
の
２
、
第
１
３
条
の
４
及
び
第
２
５

条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
１
２
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金

額
の
合
計
額
か
ら
同
条
第
２
項
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び

に
法
附
則
第
３
４
条
第
４
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
（
租
税
特

別
措
置
法
（
昭
和
３
２
年
法
律
第
２
６
号
）
第
３
３
条
の
４
第
１
項
若
し
く

は
第
２
項
、
第
３
４
条
第
１
項
、
第
３
４
条
の
２
第
１
項
、
第
３
４
条
の
３

第
１
項
、
第
３
５
条
第
１
項
、
第
３
５
条
の
２
第
１
項
、
第
３
５
条
の
３
第

１
項
又
は
第
３
６
条
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適

用
に
よ
り
同
法
第
３
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら

控
除
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
控
除
後
の
長

期
譲
渡
所
得
の
金
額
」
と
い
う
。
）
の
合
計
額
か
ら
法
第
３
１
４
条
の
２
第

２
項
」
と
、
「
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
（
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山

林
所
得
金
額
並
び
に
控
除
後
の
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
の
合
計
額
（
」
と
、

同
条
第
２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
山
林
所

得
金
額
又
は
法
附
則
第
３
４
条
第
４
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金

額
」
と
、
第
２
５
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及

び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
法
附
則
第
３
４
条
第
４
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡

所
得
の
金
額
」
と
す
る
。

９
略

（
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）

１
０

世
帯
主
又
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
若
し
く

は
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
法
附
則
第
３
５
条
の
２
第
５
項
の
一
般
株
式
等

に
係
る
譲
渡
所
得
等
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第
１
３
条
の

２
、
第
１
３
条
の
４
及
び
第
２
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
１
２

条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額

並
び
に
法
附
則
第
３
５
条
の
２
第
５
項
に
規
定
す
る
一
般
株
式
等
に
係
る
譲

渡
所
得
等
の
金
額
」
と
、
「
同
条
第
２
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
３
１
４
条

の
２
第
２
項
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は

「
若
し
く
は
山
林
所
得
金
額
又
は
法
附
則
第
３
５
条
の
２
第
５
項
に
規
定
す

場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第
１
３
条
の
２
、
第
１
３
条
の
４
及
び
第
２
５

条
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
１
２
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林

所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
同
条
第
２
項
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金

額
並
び
に
法
附
則
第
３
４
条
第
４
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額

（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
３
２
年
法
律
第
２
６
号
）
第
３
３
条
の
４
第
１

項
若
し
く
は
第
２
項
、
第
３
４
条
第
１
項
、
第
３
４
条
の
２
第
１
項
、
第
３

４
条
の
３
第
１
項
、
第
３
５
条
第
１
項
、
第
３
５
条
の
２
第
１
項
、
第
３
５

条
の
３
第
１
項
又
は
第
３
６
条
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の

規
定
の
適
用
に
よ
り
同
法
第
３
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所
得
の

金
額
か
ら
控
除
す
る
金
額
を
控
除
し
た
金
額
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
控

除
後
の
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
」
と
い
う
。
）
の
合
計
額
か
ら
法
第
３
１
４

条
の
２
第
２
項
」
と
、
「
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
（
」
と
あ
る
の
は

「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
控
除
後
の
長
期
譲
渡
所
得
の
金
額
の
合
計
額

（
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く

は
山
林
所
得
金
額
又
は
法
附
則
第
３
４
条
第
４
項
に
規
定
す
る
長
期
譲
渡
所

得
の
金
額
」
と
、
第
２
５
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の

は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
法
附
則
第
３
４
条
第
４
項
に
規
定
す
る
長

期
譲
渡
所
得
の
金
額
」
と
す
る
。

９
略

（
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）

１
０

世
帯
主
又
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
若
し
く

は
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
法
附
則
第
３
５
条
の
２
第
５
項
の
一
般
株
式
等

に
係
る
譲
渡
所
得
等
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第
１
３
条
の

２
、
第
１
３
条
の
４
及
び
第
２
５
条
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

第
１
２
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所

得
金
額
並
び
に
法
附
則
第
３
５
条
の
２
第
５
項
に
規
定
す
る
一
般
株
式
等
に

係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
」
と
、
「
同
条
第
２
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
３

１
４
条
の
２
第
２
項
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ

る
の
は
「
若
し
く
は
山
林
所
得
金
額
又
は
法
附
則
第
３
５
条
の
２
第
５
項
に
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改
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後
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正
前

る
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
」
と
、
第
２
５
条
第
１
項
中

「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
法
附

則
第
３
５
条
の
２
第
５
項
に
規
定
す
る
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の

金
額
」
と
す
る
。

（
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）

１
１

世
帯
主
又
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
若
し
く

は
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
法
附
則
第
３
５
条
の
２
の
２
第
５
項
の
上
場
株

式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第
１
３
条

の
２
、
第
１
３
条
の
４
及
び
第
２
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
１

２
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金

額
並
び
に
法
附
則
第
３
５
条
の
２
の
２
第
５
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に

係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
」
と
、
「
同
条
第
２
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
３

１
４
条
の
２
第
２
項
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ

る
の
は
「
若
し
く
は
山
林
所
得
金
額
又
は
法
附
則
第
３
５
条
の
２
の
２
第
５

項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
」
と
、
第
２
５
条

第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並

び
に
法
附
則
第
３
５
条
の
２
の
２
第
５
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る

譲
渡
所
得
等
の
金
額
」
と
す
る
。

１
２
・
１
３

略

（
土
地
の
譲
渡
等
に
係
る
事
業
所
得
等
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）

１
４

世
帯
主
又
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
若
し
く

は
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
法
附
則
第
３
３
条
の
３
第
５
項
の
事
業
所
得
又

は
雑
所
得
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第
１
３
条
の
２
、
第
１
３

条
の
４
及
び
第
２
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
１
２
条
第
１
項
中

「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
法
附

則
第
３
３
条
の
３
第
５
項
に
規
定
す
る
土
地
等
に
係
る
事
業
所
得
等
の
金

額
」
と
、
「
同
条
第
２
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
３
１
４
条
の
２
第
２
項
」

と
、
同
条
第
２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
山

林
所
得
金
額
又
は
法
附
則
第
３
３
条
の
３
第
５
項
に
規
定
す
る
土
地
等
に
係

規
定
す
る
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
」
と
、
第
２
５
条
第
１

項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に

法
附
則
第
３
５
条
の
２
第
５
項
に
規
定
す
る
一
般
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得

等
の
金
額
」
と
す
る
。

（
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）

１
１

世
帯
主
又
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
若
し
く

は
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
法
附
則
第
３
５
条
の
２
の
２
第
５
項
の
上
場
株

式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第
１
３
条

の
２
、
第
１
３
条
の
４
及
び
第
２
５
条
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
第
１
２
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山

林
所
得
金
額
並
び
に
法
附
則
第
３
５
条
の
２
の
２
第
５
項
に
規
定
す
る
上
場

株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
」
と
、
「
同
条
第
２
項
」
と
あ
る
の
は

「
法
第
３
１
４
条
の
２
第
２
項
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金

額
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
山
林
所
得
金
額
又
は
法
附
則
第
３
５
条
の
２

の
２
第
５
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
」
と
、

第
２
５
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所

得
金
額
並
び
に
法
附
則
第
３
５
条
の
２
の
２
第
５
項
に
規
定
す
る
上
場
株
式

等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の
金
額
」
と
す
る
。

１
２
・
１
３

略

（
土
地
の
譲
渡
等
に
係
る
事
業
所
得
等
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）

１
４

世
帯
主
又
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
若
し
く

は
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
法
附
則
第
３
３
条
の
３
第
５
項
の
事
業
所
得
又

は
雑
所
得
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第
１
３
条
の
２
、
第
１
３

条
の
４
及
び
第
２
５
条
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
１
２
条
第

１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び

に
法
附
則
第
３
３
条
の
３
第
５
項
に
規
定
す
る
土
地
等
に
係
る
事
業
所
得
等

の
金
額
」
と
、
「
同
条
第
２
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
３
１
４
条
の
２
第
２

項
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く

は
山
林
所
得
金
額
又
は
法
附
則
第
３
３
条
の
３
第
５
項
に
規
定
す
る
土
地
等
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改
正
後

改
正
前

る
事
業
所
得
等
の
金
額
」
と
、
第
２
５
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金

額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
法
附
則
第
３
３
条
の
３
第

５
項
に
規
定
す
る
土
地
等
に
係
る
事
業
所
得
等
の
金
額
」
と
す
る
。

（
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）

１
５

世
帯
主
又
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
若
し
く

は
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
法
附
則
第
３
５
条
の
４
第
４
項
の
事
業
所
得
、

譲
渡
所
得
又
は
雑
所
得
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第
１
３
条
の

２
、
第
１
３
条
の
４
及
び
第
２
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
１
２

条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額

並
び
に
法
附
則
第
３
５
条
の
４
第
４
項
に
規
定
す
る
先
物
取
引
に
係
る
雑
所

得
等
の
金
額
」
と
、
「
同
条
第
２
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
３
１
４
条
の
２

第
２
項
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
若

し
く
は
山
林
所
得
金
額
又
は
法
附
則
第
３
５
条
の
４
第
４
項
に
規
定
す
る
先

物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
の
金
額
」
と
、
第
２
５
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林

所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
法
附
則
第
３
５
条

の
４
第
４
項
に
規
定
す
る
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
の
金
額
」
と
す
る
。

１
６
～
１
８

略

（
条
約
適
用
利
子
等
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）

１
９

世
帯
主
又
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
若
し
く

は
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人

税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
４
４
年
法
律
第
４
６

号
。
以
下
「
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
３
条
の
２
の
２
第

１
０
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
利
子
等
に
係
る
利
子
所
得
、
配
当
所
得
、
譲

渡
所
得
、
一
時
所
得
及
び
雑
所
得
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第

１
３
条
の
２
、
第
１
３
条
の
４
及
び
第
２
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
第
１
２
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
同
条
第
２

項
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴

う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

に
係
る
事
業
所
得
等
の
金
額
」
と
、
第
２
５
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得

金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
法
附
則
第
３
３
条
の
３

第
５
項
に
規
定
す
る
土
地
等
に
係
る
事
業
所
得
等
の
金
額
」
と
す
る
。

（
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）

１
５

世
帯
主
又
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
若
し
く

は
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
法
附
則
第
３
５
条
の
４
第
４
項
の
事
業
所
得
、

譲
渡
所
得
又
は
雑
所
得
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第
１
３
条
の

２
、
第
１
３
条
の
４
及
び
第
２
５
条
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

第
１
２
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所

得
金
額
並
び
に
法
附
則
第
３
５
条
の
４
第
４
項
に
規
定
す
る
先
物
取
引
に
係

る
雑
所
得
等
の
金
額
」
と
、
「
同
条
第
２
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
３
１
４

条
の
２
第
２
項
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の

は
「
若
し
く
は
山
林
所
得
金
額
又
は
法
附
則
第
３
５
条
の
４
第
４
項
に
規
定

す
る
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
の
金
額
」
と
、
第
２
５
条
第
１
項
中
「
及

び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
法
附
則
第

３
５
条
の
４
第
４
項
に
規
定
す
る
先
物
取
引
に
係
る
雑
所
得
等
の
金
額
」
と

す
る
。

１
６
～
１
８

略

（
条
約
適
用
利
子
等
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）

１
９

世
帯
主
又
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
若
し
く

は
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人

税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
４
４
年
法
律
第
４
６

号
。
以
下
「
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
３
条
の
２
の
２
第

１
０
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
利
子
等
に
係
る
利
子
所
得
、
配
当
所
得
、
譲

渡
所
得
、
一
時
所
得
及
び
雑
所
得
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第

１
３
条
の
２
、
第
１
３
条
の
４
及
び
第
２
５
条
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
第
１
２
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
同
条

第
２
項
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
租
税
条
約
等
の
実
施

に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律

（ 59 ）



改
正
後

改
正
前

４
４
年
法
律
第
４
６
号
。
以
下
「
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
」
と
い
う
。
）

第
３
条
の
２
の
２
第
１
０
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
利
子
等
の
額
の
合
計
額

か
ら
法
第
３
１
４
条
の
２
第
２
項
」
と
、
「
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額

（
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法

第
３
条
の
２
の
２
第
１
０
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
利
子
等
の
額
の
合
計
額

（
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く

は
山
林
所
得
金
額
又
は
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
第
３
条
の
２
の
２
第
１
０

項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
利
子
等
の
額
」
と
、
第
２
５
条
第
１
項
中
「
及
び

山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
租
税
条
約
等

実
施
特
例
法
第
３
条
の
２
の
２
第
１
０
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
利
子
等
の

額
」
と
す
る
。

（
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）

２
０

世
帯
主
又
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
若
し
く

は
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
第
３
条
の
２
の
２
第

１
２
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る
利
子
所
得
、
配
当
所
得
及
び

雑
所
得
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第
１
３
条
の
２
、
第
１
３
条

の
４
及
び
第
２
５
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
１
２
条
第
１
項
中

「
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
同
条
第
２
項
」
と
あ
る
の
は
「
及
び

山
林
所
得
金
額
並
び
に
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法

及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
４
４
年
法
律
第
４
６
号
。

以
下
「
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
３
条
の
２
の
２
第
１
２

項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
の
額
の
合
計
額
か
ら
法
第
３
１
４
条
の
２

第
２
項
」
と
、
「
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
（
」
と
あ
る
の
は
「
及
び

山
林
所
得
金
額
並
び
に
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
第
３
条
の
２
の
２
第
１
２

項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
の
額
の
合
計
額
（
」
と
、
同
条
第
２
項
中

「
又
は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
山
林
所
得
金
額
又
は
租

税
条
約
等
実
施
特
例
法
第
３
条
の
２
の
２
第
１
２
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用

配
当
等
の
額
」
と
、
第
２
５
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る

の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
第
３
条
の
２

（
昭
和
４
４
年
法
律
第
４
６
号
。
以
下
「
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
」
と
い

う
。
）
第
３
条
の
２
の
２
第
１
０
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
利
子
等
の
額
の

合
計
額
か
ら
法
第
３
１
４
条
の
２
第
２
項
」
と
、
「
及
び
山
林
所
得
金
額
の

合
計
額
（
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
租
税
条
約
等
実
施

特
例
法
第
３
条
の
２
の
２
第
１
０
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
利
子
等
の
額
の

合
計
額
（
」
と
、
同
条
第
２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は

「
若
し
く
は
山
林
所
得
金
額
又
は
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
第
３
条
の
２
の

２
第
１
０
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
利
子
等
の
額
」
と
、
第
２
５
条
第
１
項

中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
租

税
条
約
等
実
施
特
例
法
第
３
条
の
２
の
２
第
１
０
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用

利
子
等
の
額
」
と
す
る
。

（
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る
保
険
税
の
課
税
の
特
例
）

２
０

世
帯
主
又
は
そ
の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
若
し
く

は
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
第
３
条
の
２
の
２
第

１
２
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る
利
子
所
得
、
配
当
所
得
及
び

雑
所
得
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
第
１
２
条
、
第
１
３
条
の
２
、
第
１
３
条

の
４
及
び
第
２
５
条
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
１
２
条
第
１

項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
同
条
第
２
項
」
と
あ
る
の
は

「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法

人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
４
４
年
法
律
第
４

６
号
。
以
下
「
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
３
条
の
２
の
２

第
１
２
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
の
額
の
合
計
額
か
ら
法
第
３
１
４

条
の
２
第
２
項
」
と
、
「
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
（
」
と
あ
る
の
は

「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
第
３
条
の
２
の
２

第
１
２
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
の
額
の
合
計
額
（
」
と
、
同
条
第

２
項
中
「
又
は
山
林
所
得
金
額
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
山
林
所
得
金
額

又
は
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
第
３
条
の
２
の
２
第
１
２
項
に
規
定
す
る
条

約
適
用
配
当
等
の
額
」
と
、
第
２
５
条
第
１
項
中
「
及
び
山
林
所
得
金
額
」

と
あ
る
の
は
「
及
び
山
林
所
得
金
額
並
び
に
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
第
３

（ 60 ）



改
正
後

改
正
前

の
２
第
１
２
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
の
額
」
と
す
る
。

２
１
～
２
７

略

条
の
２
の
２
第
１
２
項
に
規
定
す
る
条
約
適
用
配
当
等
の
額
」
と
す
る
。

２
１
～
２
７

略

（ 61 ）



公用車の交通事故について（報告第２号関係）

１ 経緯

令和５年１月３０日午後１時１５分頃、本市教育委員会会計年度任用職員の運

転する公用車が、大村市岩松町３０８番地１付近の市道岩松下椎池線において中

央線を越えて走行し、対向車線を走行していた１１氏（以下「相手方」とい

う。）所有の小型自動車の右ドアミラーと接触し、当該右ドアミラーに損傷を与

えた。

２ 事故の原因及び処理

事故の原因は、当該会計年度任用職員が不注意により中央線を越えて走行したこ

とによるものである。

事故発生後、相手方と事後措置について協議を行い、下記３のとおり示談した。

なお、当該会計年度任用職員には、今後は、周囲の状況を十分に確認した上で安

全運転に努めるよう厳重に注意した。

３ 示談内容

大村市は、相手方に対し、修理費の全額５１，０４０円（全額保険対応）を損害

賠償金として支払う。

（ 62 ）

3469
ハイライト表示



詳細図

事故発生場所

中央線（破線）

至長崎方面

右ドアミラー同士が接触

国道３４号

岩松駅

岩松公民館

至佐世保方面

相手方車

公用車

報告第２号関係資料

（ 63 ）



公用車の交通事故について（報告第３号関係）

１ 経緯

令和５年４月５日午後２時３０分頃、本市市民環境部職員の運転する公用車が、

市道杭出津２丁目本小路線の交差点の手前（大村市本町４６２番地１付近）で

信号機に従って停車した。その際、当該車体の半分程度が停止線を越えていたた

め、ルームミラーで確認して後進を始めたが、後方に停止していた１１氏（以下

「相手方」という。）所有の軽自動車（以下「相手方車」という。）に気が付か

ないまま後進し、相手方車の前部と接触し、相手方車のフロントバンパー等に損

傷を与えた。

２ 事故の原因及び処理

事故の原因は、停止線を越えて停車させたこと及び後方の確認不足によるもので

ある。

事故発生後、相手方と事後措置について協議を行い、下記３のとおり示談した。

なお、当該職員には、今後は、周囲の状況を十分に確認した上で安全運転に努め

るよう厳重に注意した。

３ 示談内容

大村市は、相手方に対し、修理費等の全額１８９，３４３円（全額保険対応）を

損害賠償金として支払う。

（ 64 ）

3469
ハイライト表示



報告第３号関係資料

詳細図

事故発生場所

至国道３４号

相手方車

公用車の後部と相手方車の

前部が接触

大村市民交流

プラザ

プラットおおむら

（中心市街地複合ビル）

公用車

停止線

（ 65 ）



公用車の交通事故について（報告第４号関係）

１ 経緯

令和５年１月１６日午後１時４０分頃、本市福祉保健部職員の運転する公用車

が国道３４号を走行中、左折しようとウインカーの合図を出したが、左折すべき

場所を通り過ぎたことに気付き、ウインカーを止めて直進を続けたところ、当該

国道に接続する道路（大村市宮小路一丁目２６６番地７付近）から進入してきた

１氏（以下「相手方」という。）所有の原動機付自転車（以下「原付自転車」と

いう。）の右前部と接触し、原付自転車のフロントカウル等に損傷を与えた。

２ 事故の原因及び処理

事故の原因は、相手方が右方を十分に確認しないで当該国道に進入したこと及び

当該職員が急に左折をやめ、前方を十分に確認しないで進行したことによるもので

ある。

事故発生後、相手方と事後措置について協議を行い、下記３のとおり示談した。

なお、当該職員には、今後は、周囲の状況を十分に確認した上で安全運転に努め

るよう厳重に注意した。

３ 示談内容

大村市は、相手方に対し、原付自転車の時価額等の３割に相当する額４６，５９

０円（全額保険対応）を損害賠償金として支払う。
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